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’斯界に楯のない驚異的研究を甑ｵ』，維對に
他の追随を許さない優秀な性能の製品を
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隆邦丸（飯野海運）
昭和25年6月3日竣工

川崎重工業濫船工場建造

全長･160.82m

幅26.00m
深-11.50m

総噸數9,838.35T

速力14.8kn

機關(タービン)6,000S・IP.
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共榮丸（共榮タンカー）

昭和25年5月15日竣工．

、翻齊造船所建造

長63．00m

幅．10.50m

深5.25m

總噸数1,150T

速力､航海)12kn

機關(ヂーゼル)900S・IP.
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三 保丸（蓬莱タンカー）

昭和25年4月20日竣工

藤永田造船所建遥

長(垂線間)52.00m

幅.9.Wm

深・4.40m

總噸数654.19T

速力(航海)9.5kn

機關(ヂーゼル)650,1p.
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船舶用冷凍機
急逓冷>宗設備。糧食庫用
船室冷房用。冷藏貨物艫用
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全長495'一3〃

垂線間長465'－0〃

型幅63'一毛〃

型深36'－3〃

夏期滿載吃水
28'－1％〃

排水垂18240噸

重量噸13620

Cb0.767

CIn 0.990

Cp 0.775
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前部ポンプ‘室の左右舷は燃料油鮪になっている。貨物抑鮠は中央に8個､左右舷に各‘々剣臘lある。
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全長．402'--6〃

垂線間長385'－0〃

型、幅62'－6〃

型深(上甲板迄)21ノー0〃

同上(I､ラ.ンク頂部迄)30'－1〃

計遥夏期滿戦吃水17'－7％〃

滿載排ズkm10,500t

垂量噸7,800

指示馬力3.000
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’パナマ運河規程

海上安全條約の要求を浦す。
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グラビヤニユース

罫書不用の切断機

複雑な形を罫書して鐡板を切断することは中堂面倒なことで

ある。嘉眞に見る如く、圖面をこの機械の一端で追跡すること

によって、他端が一定の縮尺率叉は擴大率をもつで、鐵板をア

セチレン炎切断して行く仕掛である。

＝ﾕーﾖーｸの某鍼の製品で､695ドﾙ｡鐵阪の厚さ8イン

チ迄、面積は54インチ×32インチ迄、切断可能であり、樹戒の

重量は少か110ポンド。これに35ポンドの圓筒形

レールが附周する。

金属の應力弛緩を測定する機械

1800｡Fに於ける金馬の應力弛緩の測定が行われ

る。機械の容量は4,000ポンドもある。

遮
b‘ー｡一~‐‐~『噂

・齢

嘱鑑
Lu

、

I

と弾性的伸びの和である。この機械に依って材料の雨端は不動にフィックス
されているから、詞甸による伸びは、費際には表れず、これが弾性的應力の

減少と云う現象になって表れる。錐ってプラスチックな伸びは、應力の減少
を測定して知ることが出来る。

150時間の連績試験に捉て、荷重40,000ポンド毎平方吋迄行ったのである

が、この時長さ6吋，直經0.356吋の試験片で、延びの識茎は1.2×10-5吋に

止めることが出來た。

－－9－－－
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新式塗装具（嘉眞左）
ペンキはう'ラッシュで塗るものと云う観念を見事に破って、平ら燕面にロ

ーラーを鞠すことに依って簡軍にペンキが塗られて行く。2吋狸の圓筒形の

把手の中には、1合5勺餘Dのベンキが睡縮されて入いているoローラ．－は
4吋狸で一寸操作するとパルプが

開いて、ペンキがローヲーに流れ脚

す。ローラーは幾枚も亜ねた毛織物
に包まれ、中心にある孔からベンキ

が程良く淫透する。勿論この毛織物
は交換自在である。

一一

チェリーリベットのある使い方（篇眞右）
本誌12月號(1949）のグラビヤにあてばん不要のスチールリベツ

ーリベツトとして寅出されている。これは金罵板を硬木a-め〃
季誌“月巍ぃｿ坐ワノしクフヒヤにめてはんｲ､要のスチールリベットとして一寸紹介した鋲はアメリカでチェ

リーリベットとして寅出されている。これは金属板を硬木に1－めつける時にも木ネヂにかわって用いられる。
殊に木ネヂでは中燕しめにくい様な硬い木の場合は非常に便利である。

滑らない床板
アランウツドと云う製鋼會祗が、滑らない床板として、床仮用
の鋼板を費、出している。これ主で鋼とは絶對に和合しないとさ

れていたある粒子を、鋼とともに陣一ルして製作したもので、舶
用として中為需要がある｡特に篇眞に見る如き《油槽船の歩廊や
エンヂンルームの床等には確かによいであらう。可成り急傾斜
でも滑らないと云われ凱叉表面がすり.へっても、あとから新しv‘
粒子の面が出て来るので、いつまでも滑り止が有効であると云う
特徴がある。これはグラインダーに用いられている粒子の様なも
ので、ロールされた銅版は切断、孔穿、皿とり等の機械加工可能
であり、只曲げ加工が困難なことは弾性のない粒子が入っている

のであるから當然であらう。現在喪出されているのは12沢もので
幅は最大5沢であると云われている。
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船 鵠溶接構造圖集
‐§■

機械室船底機械憂ブロック

機械室雨舷に亘り、全長37'－6〃重量33噸90に4.Girders

及ぷ大なろう'ロックである6‘主機吻懐であるため‘5.豫め板相互の接合を了したShellplatmg

寸法は特に正確なるを要する。云う主でもなく天地を逆にこの順序で組立てつ入

組立順序 溶接を進あ、内底構造の枠組として完成したものの’

1.Innerbottomplating 上に底部外板を被せもPartially､に枠組と溶接結合

2.Verticalkeelしてから、引繰返して船臺に据え、この位置で溶接

3.FIoors を完了するのである。但し外板のSeamは端榔15吋

IE祀り〃"Seb"Qﾉzの全長､3746"

座ら宛“茜
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α"た戸αFaer(co"尚"z"""s)
錨妾滞 晃土タカあど戸拶之に準ず

7堀と7"腿又は海柁と迄

／榧と影''を "｡"2“ﾉzfeﾉ"LF-(f､>3の)に結流

機械台頂板の接手

CO2瓦斯消火装置（リモート･コントロール）

１
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能美防災工業株式會祗
管業所東京都千代田区九段四丁目十三悉地

鯛酉出譲脈駕鶉辮蝋灘潔鞠
電話下（5）6426
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船 禮溶接構造圖集
一

は隣接ブロックとの組合室で溶接せすに礎す。

Girderと外板との接合も同様である。

次に溶接順序に關する圃面上の指示は次の通り

1.Girder･とFloorとの取合の垂直溶接は適宜

中央部の1黙より始め、同時に四方へ進行するも

のとする。又溶接工は常に溶接線に對し對照的に

位置し同時作業する。

.2.Vrticalkeelの場合も中央より前後に進む

外同様。
1

3.Floor,Girder,と外板叉はTankmpの板類と

の群接は中心線より外舷に向い、岡示の様に進むも

のとするO'

圖上に記載された組立及溶接の順序に開する指示

は上記のみであって｡、これ以上の詳細は上記方針に

從って現場で定めているものと思われる。

I
’
一

||’

軸
〃

必〃

３
２

坐凰旦L陸戸

7

竿

〃''以下の等厚又は光''より彩・まての等厚

異厚の板相互の接手又は異厚の板相互の接手
.(F[Qr人鐙jのβ嘘等）

手熔接

熔接工2人

割
熔接順序標準図 同時作業位置

、
○

l"z"z"色〃jｲ栓姪

面隅肉熔接

、
手熔接

出耒れぱ〃z"jz〃2錘
手熔接

恋｡j/"woeap
矢符のある側の

隅肉熔接

〃《kり”"までの等厚
p

又は異厚の板相互の接手
藩"板相互又は
老''とより蓋を板との接手

矢符のある友対側の
隅肉熔接

隅肉寸法〃′
長さ3"ﾉ心距7'の
千鳥熔接

’

／
"zZo〃〃zど〃熔接

八
し

外板縦横縁接手

’
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一能‘の科学一
、

の国内では既に100万トンも船腹が
室いか這有嫌だし,それに加えて，
鍜跡ま7月，ら補給金の撤康で値上
りするので,船主の新造意慾ほ消沈
する一方です。従って，第6次の新
造計画は15万トン建造融蚕9割案の
方が実行可能の案と見られていま

自営運航を取りもどした海運界は
船舶運営会の解体以来，運賞航路同
盟を結成して，自主的な統制を期待．の

今画

しましたが，海運の現状はそれを好
まなかったようです。そして海上運
賃はグンピングの続出で，切角つく

、

つた運賃航路同覗も名ばかりのもの
となって緒つた感があります。．

これは運賃航路同盟の構成に荷主・
が加らなかつたこと，迩賃安定の狙
いが’需給関係を無覗した御都合主
義のためでありましょう。

しかし’公取委から談合協議の特
権を認められている海運業界の団緒
が’内部から乱れ，荷主の獲得には
同業者相塗むの惨劇は，海運の前途
を思うものの心を暗くさせずには置
かないでしょう。．‐

ところが，この船会祗筋の運賃競
・走と荷主の瞳得戦を幸に，最近荷主
側に運賃支沸し､を引きのばすものが
殖えて来ました。この現象は，大型
船の場合も，′1,寵船の場合も，溌帆

′･

船の場合も，一様に見られるのです
が，これは現在の内航運賃が，船主
も荷主も双方共，手探りの状態で，
実際の取引は概算梯いになっている
ため，荷主側の支挑い意志を低下さ
せつつあったところへ，市況の悪化

に伴う金詰りの深刻化が，迩撰麺弗

いの引きのばしを起こさせた原因で
ありませう。

ところで，この現象に直面した串
会祗の側はどうかといし､ますと，極
めて手薄な黄金で自由運航へ鼠こり出

したのですから，最近ゐ運賃浬柳い

は大きな打撃であ､りますし，このま

ま進めば命取りにならぬとも限らな

いのであります。そこで船腹はブー

ルに稼働させなくてもよし､から，金

沸いのよい荷主を求めるという，荷

主窪樺期に移行して来ました。従っ
て先頃まで死物圧いの蒐荷競争によ

って迩賃のダンピングをとめどもな

くやってのけた船会祗側も，同じダ
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す。

第6次の新造がこんな風だとする
と，造船業界はどうなるでせうか。
現在各造般所は第6次紹の建造や外

菌

国からの注文船の建造に懸命ですが

第5次紹の建造は，この9月頃から

相続ぃで完了し，永年中には全部が

．柊る筈ですし,A型船の改造も9月
頃にはおしまいになる讓定です。ま

た一方外国からの注文船は，いまま

でに契約がまとまった大型船1埋の
ほかは，船価高の関係から後の注文

は期待出来ないというので-ｳﾌから，

第6次船の建造でも直に始まらない

.と，船蜜が室いて来る心配があるわ

けです｡,さて，その先はどうなるで
せうか。

このよ,うに考えて来ますと，造

船所の今後は非常な苦境です。そこ

で，その謹寛の乘り切り策ですが，

技術の改善と経営の合理化を思い切

って行わぬかぎり，この苦境は乗り

切れないとし､うのが，一般の常識に

なって来ました。

ですが技術の改善や経営の合理化

を'実際にやれる造船所戯よいです
が’それは大造船の宙に望めるとし

ても，中小造船所の方には，これは

単なる常識に総りそうです。そこで

中小造船所ほ，第6次の新造からは

締出され，心ならず･も修繕や陸上工

事で食いつなぎをしなければならぬ

破目になるでせうが，無論そのよう

な食いつなぎ惑永続する筈もないの
で，造船界整理の蝋に吹き飛ばされ

る懸念があるといえませう。‘
，では同じ海運哩策の枠の中にある
総会祗の方はどうでせうが，

ここ一ケ月に，各造船所の船塞を

すべって海に浮び出した新造船の数
｡，

．、ば五指にあまる程で-飯から，この建

造ぶりのたくましさを見ては，我海

運が急速に〃い復して行くと思うこ
_とが出来ましょう。

し〆し，いま建造されつつある艘
感みな第五次造諾計画の枠の中に

あるものばかり,、まれに外国からの

注文船が加っている程度ですから，
建造計画の枠の総量を知るものには

．そのたくましい建造ぶりも物足りな
さを感じます。

そこで問題にされるのは，次ぎの

・造船計画蚕す，すなわち第6次新造
、計画の枠がどうなるかでま。
だが，船主のふところが，第5次〃

！の時のようにjのたかでないむら，第
6次の新造計画は，第5次の時のよ
うに3”トンも計画出乗ないごとは
確です。それに造瀦に振り向けられ
る見返り黄金の分配も，たとえそれ
が私企業への投資分に選定されてい
る63億円を全部造船の方へ向けかえ
るとしても，新造船計画ば20万トジ
がせいぜいだといわれています。
もっとも新造20万トンというの

は'見返黄金の感査を嘩斐の7割
とした時の話で’もし建造費の9割
も職蓋することにすると，この時の
新造愛は15万トンに減らすより仕方
がないのです。

こうなると，そのいづれを探るか
が問題ですが，世界の船腹は，本年
に入って漸次過剰の徴候を示めし，
蓮箪はそれに伴って低下の一途を歩
んでいる際なので，外航に対する魅
力も失せざるを得ない久先き，日本

－18－
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－ 6月のニュース解説一

二’‐

立して，この新しし､会祗によって外来のあり方を結定したと綴まれるか‐

航配船の自由を振大しようとする動らでありますb

きであります。ともあれ日本商船隊の外航問題は
この新会祗の設立に参加を約束し最早や時間の問題として，愈々 明る
ているのは日本側は大手筋三祗なのさを加えて来たことは疑うべくもあ

で,海錘界では,新会祇が外航の独りません｡從うて大手砿艘会祇とい
占的性格をおびるのではないかと懸はず，中小船会牡もこの動向に対し
念してし､る向きもありますが,外航自分を備える工夫と，努力が必要に
を一日も早く実現したいあせりの現なって来たと云うべきでありましよ
れとしては無理もない考えでありまう。～

せう。甲かくして6月もこの状況でくれる

。.ところが，このような海運界の断かに見えた25日，我々は北鮮,｡韓国

片的な努力とは別に，日本海運の外へ宣戦布告と云う，驚異的なニュー

航に対する制限の織大は,対日講和スの報道を受けたのであります。
の問題と共に最近急速な理解が深まこの一大事件が米国の極東政策、

り，その実晃もまた近きを想はせる対日講和の問題,引いては我が海運・
に充分なものがあります。従って， 造船界にどのような結果をもち来す

外繊二対し，日本荷物の日本船によかは簡単に謹想出来ません災,弓蹄
る海外鰄迭を目標とした日本海運のに大きな影響を及ぼすことは言を僕
占領下における要望は，ここに再検たないところでありまして，我々は

討を要することになって来ました。この事実を，堅実な良識と，冷静な

そして，その具体的な動きは，参、判断をもって，見守りつつ，我海運・

議院議員の選挙をすませて上京した界，造船界の將来のため，努力して

山県船主協会々長を迎えて大手筋各行かねばな.らなし､のであります。

牡の牡長会合は連日行はれ，次いで
＄

山県会長の吉田首相訪問となったあ註〕トリツプチヤーター

たりに現れて来ました。これは日本（定航傭船契約〕運賃積ともいい

訪問のグレス国務長官顧問に対する特定の航海に対し締結する確飴契約

会見に備なえるため，日本商船除將

シピング運賃で荷を引受けるにして

も，運賃の支挑条件によって引受け

るという，方向に変って来たようで

す。そしてこの傾向は，し､づれ最低

運賃の線に運賃を安定させるであら

うとし､う見透しを懐かせるようにさ

えなって来ました。

では海運界が熱望する外航問題の

勅きはどうでせうか，ここで眼をこ

の方に転じて見ましょう。

外航は日本海運が待望している最

大のものであるだけに，種々な努力

が排われて来ていますが，講和条約

が結ばれぬ限り，望ましい状態はそ

う急速に得られる筈はありません。

しかし，外航に対する気運は総司
令部の理解と好意ある措置によって

･占領下にも漸次与えられて来たこと

は事実であります。

だが国内船腹百トンの剰餘をもて

‘あましている日本海運の経済苦|間は

なんとかして時間的に外航を速に実

現しようとあせっていることは覆う

べくもありません。先にトリツズチ

ヤーターの方式が現在の外航の利用

方法として考えられたのも，そのた

めであるといえます。また最近の動

きとしては，外国船会祗と我国の船

会祗との協同出費になる新会祗を設

へ

|、

ど今ーｰ､一竜一､言へ一画一一・一.一一プシシーーも､ダ司一ザーーーダン､一一ゴー～､〆､一息ハハダミー 兵 一一一ー一一一一一一一～｡

、~
カー共栄丸は去る5月15日播磨造船

所で竣工，6月13日芝浦でレセプシ

ョンが行われた。要目其の他グラピ

ヤ蔦着参照。

○第八文丸の起エ

大洋漁業下関支祗では近づく南氷、

洋捕鯨に備え，林兼造船に，総工灘
’億1千万円のキャッチャーボート

第七文丸を依想していたが，最近進

水を完了したので，姉妹艦第八文丸

の起工を行った。2,000馬力ヂーゼ

ルの主溌を志し，速力15.5ノット蕊・

備一切の電化が特徴である。
×××

竹芝桟橋で挙行された，同船は耐'戸
包

川崎重工で建造された，米国AB協
会の最高外洋適絡船級船である。
要目はグラピヤ窟真参照

○フアンマノー號の引渡し

祁戸川崎重工鑑船工場で建造され
た，戦後の最大輸出船フアン。マノ

ー号は去る10日引渡しを完了した。

ノルウェーのフアンレー°アンド。

エガー会祗の発注，船級はノルスケ

・ベリタス,全長179.7M.幅21.6M.

"12M.達力14ノット,18,290重鍾
噸の優秀船である。

○共榮丸の披雲

共栄タンカー発注のクリーンタン

|国内ニュース｜
■子 ■＝

唾

○米式巾着網の新型漁船

雫競鱈撫懸購慧
鰹の漁礎用として，非常に優秀な性

能を有する。機関室を船首に持ち’

後部は漁鎗と作業場になっている。、
投縦時はターンテーブル，揚縦時の
デリツクブーム等，其の装備は中々
震秀なものと云われている。

○隆邦丸のレセIブショ才
飯野海運の大型油獅普建邦丸のレ
セプションが去る6月9日，東京港

－19－
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|‐植村正男
この集計には軍霞は除外され，1949年中に進水したオ
グ

100GT以上の船舶だけを計算に入れているから,49年中

|蕊

＝

193313319431，137
19344601944919

19354991945893

1936856夕19461，120戸

193792119471，193

19381,03019481,176

193963019491,2{;7

1940843、

1923-1930年の間の3ケ年の平均年間生産高は1,185『、
000GTである。

1949年における生産高は全世界に対して40.5％に相当

する。周困の事情が全く常規を逸している戦燕中の世界
総計に対する比較を除外ずれば次のようになる．

・ ％％
、1949．40．5193538．3

194850．9193』47．5〃
1947'.。56．7193327．2

194653．0193225．8

193834．0．193131．1

193734.2193051．2
〃

193640.4191358.1)'

1938年以前では英本国の欄にはアイルランドで進水し
た船舶も含毒れている。

、前大戦中〔1914-18〕のドイツ及オーストリヤ．ハン
｜′力",一に関するもの，1919年と1920年のドイツに関す
｜ろ報告は入手出来なかった｡'9'4年以降ではﾛｼｱに関
する報告は1926-29年間だけ完全のものが入手出来た。
1937年と1938年のスペインに関する報告はシ不完全である！･〆

第2次大戦〔1939-45〕中は,事実上1940雫の第1四
年期からベルギー’デンマーク，フィンランド，フラン
ス，オランダ，イタリー及ノールウエーに関する報告は
｜制限された｡”39年6月以降,ダンチッヒを含むポーラ

｜認こ欝瀧蹴鞠:讓應職こ
た。1939年が6月以来ドイツに関する諸種のデータは何
I等記録されていないし，現在でも未だに入手出来ない。
本報告中の「英本国」とは総て「グレートブリテンと
北ァ．イルランド」のことである。

英本國（含北アイルランド）
1）進水船舶の詳細

11949年中英本国では商船32嵯1,267,467GT〔即ち汽
"139"35,807GT,発動磯船181"31,660G征､〕が進zk
している。又それ以外に86隻14,340GTの無動力船も進、

水した。

‐2）進水船舶の匡籍

・この年に進水した諾舶の中522,102GT(41.2%)は外

国総(英国外の〕船岬ある。過去における他国篤と英
国蕊船との比は次のようである。

％ 庵
194941．2193819．8

194834．9193713．5

194731．7193610．9

194610．3193512．8

'19452．0193410.2
193@'44.0

や

192917．1

轍出船舶としては

ノールウエー向に255,864GT

‐海外英連邦向に60,929〃
アノl角ゴンチン向に54,341〃
パナマ向に48,154,〃

デンマーク向に33,115〃～

オランダ向に32,008"

の船舶を進水し，その他英本国で進水した他国籍の船舶
は，ベルギー，ブラジル，フランス，アイスランド，イ

ラク，リベリヤ，メキシコ，ポルトガル，スエーデン，
スイス等の国々向である。＝

ダ

1949年の生途高は1948年に比べて91,121GT(7.7%)
焔加している。下表は英本国で進水した艘遡で今次大戦
前の8ヶ年の分もあるから比鞍対象するのは仲々面白い。
］,りMFT/.1,0ｺCGT

193150219411,186
19321881942‘1,271

1 ゞ
20－

〆
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一世界の商船建造状況一
公

｡

G 証、GT

3）船の大きさと寝藁頁19494,90319363,928、
19484,46619354,831

’949年の調査報告によれば次の8隻の船舶が前年中に，
19474，97319345，026・

塾水した15,000GTを超える駕舶である。、
19464,76719332,502･

GT-BUILTAT
19454，0饗19323，405

､S.S.a6CHUSAN''24,000Barrow

］9385,266］9315,稲0、、｜M・S．C4PANGITANE''21,867CIydebank
l9374，186．19304，656

M,S,$@RANGITOTO''21,809Newcastle
l938年には:4QUEENMERY''が含まれている。

〃

MS.::BLOEMFCE駕監"17諺800refas‘
汕糟船M.S.@lFERJWCASTLEE''_LWerW_､.4)蒸氣タービン船 j15,901HillonTeeS

"M.S．"SOLOR''15;775"-1949年中に30隻245,570G盃の船舶が，減速ギヤ一付蒸
気タービン躯動の推進穰関付船舶として進水した。この〃M・S.<!C.J.HAMBRO''15,773"
他に12隻68,874GTの往復機関とタービン蓮動装置の船〃M・S.@@JANUS''15,748"

その他に0,000GTから10,000GTの間の船舶，汽船17舶がある。．
隻,発動溌沼39隻合56計隻が進水している。識 5）内燃機關船
1,000GT未満のものを除いて,48隻434,230GT(汽

船6隻30,668GT,発動嬢船42隻403,562GT)の船舶が1949年中に進水した船舶の中で内燃濃関を設置してい
散積油階艘として1949年中に進水した。その中16隻の発るものの総量は英国での最高記録である。即ち831,660
動楼船は10,000GTを超えるものである。17隻149,778GT･でこれは年間の汽船発動機船合計生産量の65.6形に
GTの油槽船は英本国国籍のもので19隻197,882GTはノ’相当する。過去のものと比.演すれば次のようである。
一ルウエー，3婆は34,263GTはパナマ,5隻23,708GT__"__%GT

194965．6831,660
はオランダ，2隻12,919GTはアルゼンチン,1隻8,340

’“857．3674，301亀
GTはデンマーク,1隻7,340GTはスエーデン国籍のも

1947．47．2562，656．．今

のである。
194647．3529，756

1,000GT以下のものを含んで油槽船の合計は1949年の
194537．9338，887

合計生産高に対して鍵.3％である。過去のこの百分比は 193845．4 蛇5，602
次のようである。

％‘1937 388，281
％

1936
194934．3193822．6－408，004
194825.@、193715.71935--249,605

1934
7｡'936xI･4;Yf"188,9“194711．7j

1633，－
194627．2‘193510．247，825

1932
194523．6193415．0－2，蝿3

193051．6 759，282
この比率の最高記録は1931年で48.5％である。
1949年中に進水した汽船で油焚装置を持っているもの 発動磯付凌喋船1隻3,545GTは電気推進である。

上記の進水した発動磯船の中には15,000以上のもの7は合計約413,000GTである。

例年のように多数の漁船〔42隻)，曳船〔逗隻〕，渡峡隻'’0'000以上'5'000未満力もの161g,8,000以上10,000
船，沿岸用船舶，瓶鱗I港用船舶，稜喋船，その他特殊用未満のもの21隻'6,000以上8:000未満のもの18隻,4,000
途の船舶が進水しでいる。2隻4,663GTの曳船は全溶接以上6)000未満のもの24壁を含んでいる。

1949年中に進水した500GT以上の汽船の平均は3,751船である。

1949年に進水した汽船，発動駿船の平均噸数は3,961GTであり’発動蝿間については5,835G垂であるという
GTである。もし599GT未満の船舶を除外すると平均噸事実は注目に値する。，
数は4,903GTと増加し過去のものと比較すれば次のよう

6）主要地域の生産高↓こなる。

9
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Clyde地域は造始ェ業地域中での第1位を保っている。
生産高は433,953GTである。以下順次Tyne217,971
GT,Wear181,108GT,Tees血,075GT,Belfast
97,136GT,Mersey57,163GT,BarrOw36,440GT,
Forth35,353GT,Hartlepool27,967GT,Tay20,654

℃

GT,Humberl85737GTである。

7）1949年中の造船状況の經過

1“9年の過程に沿いて造船工業の活動状児はロイド船
級協会の四半期別報告の示すように，年初頭において英
本国で建造中船舶は2,114,γ3OGTである。房れは1年前

『．

1

〆

一

、
一世界の商船建造状況一一

に比べて48,252GT(2.2%)減少している。

;月末及6月栄では相続いて夫々38,820画，1949年の3

32,902GT減少したが9月末では52,209GTだけ境加し

再び101,026G毎の減少をみた。12月末現在
1,994,191GTは年初頭に比べて120,539GT

12月末では再び

の総工事量1，

〔5.7％〕減少している。

1949年に着手した船舶は約1，212,000GTであるがこれ

は同年中に進水した船舶より55,000GT少い。しかし昨←

り32,POOGT(2.7%)多い1948年中に着手されたものより

英本国以外の諸国に対しては次号に引続き解説するこ

とにする。〔運輸省船舶局〕一
一～一一一～一一

一､〆当戸､ゲヘゲー〆シーン､ハハン兇戸＝~声回へ〆、〆始〆へ戸口〆‐
へへへ〆ｰー一－全■へ一一一ｰ一ロハーーハ■一一一一一一一亀句〆も～

○延び(E1ongation)･~､

延びというのは引張の際の歪をパーセントで示したも
ので前記(4月号Figl)P,Y,M)B鮎等に対して夫々 の延び
がある。単に材料の延びという時はB黙の延びを言う。

造船規則には材料の延びの下限が示されている。普通鋼
材で25～30％ある。材料は張さが充分あると共に延びが
あることが必要である。

画

○曲げモーメント
W

Figlは左端が固定された

棒の右端に祇重Wがかかって

いるさまを示す。この時Wか

らxの断面Aに対して棒を曲

げようとする荷重の効果はW

とxとの積であらわされる。 Figl

ft-lbsが多く使われる。

この量を曲げモーメントと言う。

.M=Wx

Mの単位は普通kg-m,ft-I

o摸りモーメント

ー端を固定した棒の他端か

ら腕を出し，これに互に迦向

の力Fを直角に作用させる。

<Fig2)この時棒を握る効

果はFと腕の長さlとの種で

あらわされる。この量を握り、

モーメントと言う。

Q=Fl

Qの単位はMと伺嫌である．

Fig2

〈

王

，○曲げを受ける梁

曲げをうける梁(Fig3)で
は(AB)内側はちぢみ，外

側(CD)はのびる。中間に
のびもち湾みもしない層(M
N)が出来る。從って断面X

YでMNから内側は瞬絹され

その程度はABが一番張い，

MNから外側は引張をうけ

Fig3

るがCDで一番狸く引張ら

れる･従って材料ばAB又はCDから破断を始める。M
Nを中立軸(Neutralaxis)と呼び曲げによる応力(嬬

である。

．○獣面係數，断面二次モーメント

曲げによる応力は次式で輿，
えられる。

”=半=皿Z
－凶

ここにyは断面の中立軸M

Nから考えている黙までの距

離であって,Iは断面の形の
みできまる量である。Iを断
雨三亥モートメントといい。面二次モー.トメントといい。Fig4

I/y=Zを師爾係数という。M,yが一定なら，の大なる

程,又M一定ならZ大なる程ぴは小さい。一つの断面上。
でぴはyが一定でほの一番大きい鮎で最大となるからz
は常に’をその断面のyの最大値で割った値を用いる，

○疲勢程度

材料に荷重を繰返し加えると局限彊さよりも遥に低い
約重で破壊する。これを材料が疲勢したといい，実用上

充分の回数だけ繰返して加えても材料の破壊しない最大
応力を疲勢軽度という。

－－－‐23－－－－
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1

Q

I

鯉のようなものを引ずって行けばよ

い。この造波および造波低抗という

奴なかなかの難物であって，実は私
自身もよく分っていないのであるか
ら，おえち方には分らせようがな
いo

話が大分細かくなるが，普通に推
進器の〔縦の〕断面の付け根の附込
は第1岡のように製闘をす受。これ
は最大翼厚のところの断面間であ
り，付け根の丸味半脛はR最大翼厚
のところに対する値を示す。しから
ばその他の場所での付け根の丸味半
裡はどうなのか。これはごく古い推
進器を調べてみると，いい加減なこ
とをやっているのが多かった。もっ
とも昭和以前には推進器のピッチや
翼厚の仕上b検査など除b矢釜し<
言わなかったのであって，いわんや
付け根の丸味などI蟻物の木i屋さ
んが気の向いたように作っていたよ
うである。それを，やれ推進器の翼
厚やピッチに何ミリ以上の誤差があ
む

｜＊ 進器餘談 ノ

’
グ

I

■

’

鬼頭史城

昭和12年頃であったか，何か推進
器に関する新機軸を出せないものか

とずい分いそいろ文献などをあさつ
」たものである｡その頃外国の特許公
報なども集めてみた。英,米，潟の
ものなどが主に集まった。中には可
なり惹抜なものもあるにはあるが，
要するにこんなことも着想としては、’

一應考えられるといったものが大部
分であった。推進器の翼を弾力のあ
るもので作り，鳥の魂のように柔軟
'性をもたせるとか》「から‘かさ」の
ように筋骨のはいったものとかいわ

に，この推進器では「せぼね｣が趣

曲している｡発明者は(多､<の発明者

の場合にそうであるごとく）実験に

よれば普通の推進器よりも効率がよ

かづたと報告している。この推進器
が実用になったかどうか浅学なる私

は知らないが，実駁をやってみる値

打はありそうな気もする。

推進器は割合に人目をひくと見え

て，いろいろな推進器の発明家にお

会いしたことがある。或る発明家は

推進器の模型に豆（大豆か小豆かは

忘れた〕‘をブッ付けて，その豆がど
ちらの方向にはねかえされるかを熱

心に研究していられだbその方の苦

心研究になる理論を拝聴した。数式

の中に2cos9．sineをお使いにな

っていたので'1,生がつまりsin28で

すね，と言ったら憤然として「イヤ

蓮います2cose.sineです」とお
おせられた。

これは昭和15年であったかと思う

或るおえら方がソ満国境を腿察して
蹄られた。そして「黒龍江の向う
をソ連の監態艇が走ると実に威勢
よくて，こちら岸まで大きな波がう
ちよせて来る。ところが日本の監覗
艇はさっぱり威勢がなくて，とても
向う岸まで波がとどきやせん｡お前
達は何か船の推進器を雌弧しとるち
う事じゃが，もつと威勢のよい奴を
作るようにせんと駄目だぞ」と叱ら
れた。これは多分日本の監耐艇の方
が速力が低いということかと思われ
る。じかし波だけ大きなのを起して
ほしけりや訳はない。大きなドラム

ゆる素人発明家式のものが多く，字
引を頼りにや『つと特詑辮明細書を
読み経って’その度毎にがっかりし
たものである。一つの発明では翼断
面の圃力;あってそれがウネウネと三
山位い波うっているので，こいつ何
かあるにちがいないと一生けんめい
読んでみた。ところがその説明によ
ると，砂漠には大風が吹くとそのた
めに砂丘というものが自然にでき
書る°こ郷ま砂面が平面であるまりも
ウネウネしな砂丘面である方が風の
抵抗が少いことをr自然」がわれわ
れに教えるものである。』§って推進
器の翼面にも適当なデコポコを附け
湯と効率がよくなる。と書いてあつ←1－&令一△．

|，

I
第1図

ってばならないとか，面の仕上げが
どうとか’うるさいことを言い出し
たのは餘程最近のことである。この
矢釜しい標準を作るのに私は直接で
ないがいくらか関係があったのだか
ら，誰かにうらまれているかも知れ
ない。翼の付け根の丸味に対して私
は第2間のごときものを推進器の圃
面に書き込むことを提案した。即ち
闘のごとく最大翼厚のところがRIの

半僅であり，それから翼端に至るに
從って丸味の宇野がR,R3,……Rs

たには唖然としてしまった。比按的
一…‐＝”一

理屈のついているのはMelcherの
推進器である。これは私は特許明細
簿調べたが,大体のことは"Schi-
ffbau'ｼにも且ってのっていた。普
通の推進器では〔たとえレースがあ
っても〕「せぽね」は厩直であるの

－24－
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ても困るし，小さすぎれば謹閲こも査することによって推進器の検査が

影響するであろうから。できるわけである。実はこれ位し､の－
英,米などでは推進器の翼面を自ことなれば大して難かしい溌溝でな
働的に削る磯械が発明せられておくとも実現できる。問題は装置の精、

り，その特許明細書を見たこともあ度がよくないとガタのために目的が

る。私は逆に推進器翼断面自画器を達せられなくなるのと，実物推進器
L

考えて見たことがある。即ちここにではちょっと大げさになりすぎて面

既製の推進器〔実物又は模型〕があ白くなし､のとの鮎である。私はとう
って，それの或る任意の半連rの断とうこの装置を作ってみるだけの溌
面形状や局部的のピッ､チが知りた会を逸してしまった。普通にやって

今

し､。この場合に指針の先端で半座rいるところのピッチ計(Pitcho-

のところの翼面をぐるりとなで廻すMeter)に多少の工夫と己噌§Lとを加
ことにより，その傍においた紙の上一えることは，有益であろうと思われ・

にその翼断面が-1-分の精度をもってる。〔慶應大学工学部〕、
画き出されれば，この紙上の圏を検一

毎

哉

第2圏

となり，翼端ではR6なる割合に小
さし､半座で丸味をつけること.にす

る。この案が実行され出してからも

私はrお前は推進器のすみつこを妻

楊枝の先きでつつく奴だ」と叱られ

た。しかしそんなに悪いことをした

とも思えない。

丸味の半座を必要以上に大きくし
一一ハヘハハー一一一

＝

夕

手

ヘヘハ〆、－－内一一､〆や一､〆Lハーヘプ､〆ペンn回ヘノーセグーノ笥一へ亀

〆

～

、 、お知らせ

船舶技術資料
第二集

これはAmericanBureuofShippingの調査資料の

日本版です。蓮輪省船舶局がA､B･の許可を受け当協会
が発行することに致しました。A.B・船級船舶のデー

タ，米国造般，の現状が手にとる様によく分ります。こ

の第二集は定価一部45円で御希望の方に御分け致します
故至急御申迺下さい。〔〒5円〕、‐

港区麻布霞町19

船舶技術協會
振替東京70438

次號内容

7月のﾆｭーｽ解読･……･･…･･･････……･･吉田.精顯

近代瀬糟総の特質に"､で(薬の2〕…鑛燕
･世界の商船建造状況…．．",．．……．．…．．….植村正男

船の形態の均齊に関する面積的な考察｡･･平山了也‘

浪人の渡言…･･…･…･･…･……･……････…ついむこじ

金海丸の引揚作業に就いて……｡．…．．…･↑辰己清泰

"クリスマン”の消火作業概要……..》松岡実男
宕崎誠
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述べたが，その他にも種冷の事が考量を賄ないきれなくなったため，光

えられるのである。幅庚の銅板の生市の外室畷が窪ばれて昭和15年頃甲

産ということも，以下述べるように鐵製造設備が設けられたのであつ
やろうとすれば出来ることであるかて’睡延磯はデマーグ祇製の高温高一
ら，取り上げて然るべきものの一つ唾30,℃00馬力蒸気磯對附4段ロ－
であると思う。ルのもので，ロールの長さ5m200,

幅の旗し銅板を船に用v､れぱシー5m幅迄の鋼板が睡延出来るもので
ムの数が減って，種々 の鮎から工数ある。戦争の末期昭和19年ここは菫・
の節約が大し､に出来るし，また設計力鑛の鑑砲射嬢を受けたけれども，
の上にも便利が多し､。それで相当古山越しの間接射繋であったため主要
くから幅庚板の事は考えられていた部分には命中せず，根害極めて軽微
のである、赫戸の川崎造船所で,捕で何時でも動かし得る状態の睡柊戦一
鯨船岡南丸を始めてつくった時のこ後の今目迄残ったのは，日本に幸い
と，圖面はあちらから買った処，そすること極めて大なるものがあると
れに用いられてし､た鋼板は，、日本の浪人は思うのである。ただ甲鐵製造
ものより幅永相当巌くて八添その他を目的としている設備なので，加熱
の製鐵所何処でも出来なかった。そ炉は大なるものが3基あるけれど

うかといってすぐさま圃面を引き直も,軟鋼板騒産には適して唐らな
す訳にも行かず,鐸板迄嚇して建､､｡経済的な量産を行うためには，
造したと開し､ている。昭和7，8年頃これ等加熱炉の改造も要するし，ま

には軍纏の計回こも將来幅籏板を使た鋼板冷對窪，剪断磯，検板磯等の

､うような意向が．あり，浪人が毎年行装置を必要とするであろうから，相

われていた八燕の製鐵会議に出席し当の賓金注入が今後必要となるであ

た際,板の幅について問題が出たろう。

時，私的ではあったが，鵜聯技師長′5rnからの幅魔板が適当な価格で
に，將来幅廣板が出来るような施設出来るようになる事は，造船造磯方
に八幡を改善しなくては,八幡は今面で大いに職通する処である。しか
に時代遅れとなって仕舞うであろう．し，製鐵関係には，從来からの行き
と話した事を記憶している。処で康‘がかりと，施策の上にも微妙な処で
畑に新らしい製鍛設備が設けられた引きかかるかも知れない黙があるか
時には，鑑本四部の計画主任が代つら，そうそうは簡単に行か?､と思う
ていたせいもあったであろうが,鋼けれども，経済的に日本が苦んでい
板の幅の事については深くも議論さるこの際,国家的見地からすれば，
れず，従来通り2nl前後の幅しか出かかる幅庚板が出来るような施設に
来ない施設になって仕舞ったのは，対しては各方面で大乗的にこれを支
思えば如何にも惜しい気がする。 持し，何とか動くようにもって行く、

現在何処の製鍛所でも今の設備でべきであると思う。処で経済的にこ

は，幅廣板の製作は望めない。処がの睡磯を動かす為には，幅匿板の

幸な察に少しく手を加えれば，幅炭需要が月々相当量集まらなくてはな

板を作り得る設備が我国に残っているまい｡それにはある程度迄造溺計
るのである。それは室蘭の日本製鋼画が軌道にのり，造船所側も協同し

所内に遊仏設備として欠伸しているて幅磁板の使用に努めるようになら
甲板用睡延磯なのである。 なければなるまい。まだこの腫薑磯

抑もこの設備は往時の大建艦計画は5rn×20nl迄の銅板が出来るそう
に伴い，堤製鋼部だけでは所要甲鐵であるから，ボイラー°ドラムの如

〃

浪人の寝言

〃

ついむこじ

曇

○船債と幅廣板

窪材の値を下げなければすべての
エ業は活きてゆけなし､といえば，製
鐵屋は石淡の値を下げて呉れとい
う。石炭屋の方は既に合理化されて
いるのだから最早これ以上は下げら
れねと言って，製鐡屋の不能率な黙
･を並べたてているようだも他工業の
ものも自分に都合のよい事だけは呼
号しているが,..いざ痛い処を突かれ
ると’顧みて他を言うという有檬の
"ようである。単に皇んな事を言いあ
っているだけ:では，肝心の有澤的な
エ業生産は興らず，国としての最大
関心事たる貿易問題は何処へ一体行
く蕊となるのであろう。種冷な職に
合理化すべき処は沢山ありまた出来
ると思う。金利だって今のような外
国に較べてべら棒に高いのでは，事'

業家も如何にも手の出しょうがある
まい。インフレの昂進している時な
ら兎も角，一應安定の徴候も示して．
いるというならば，早速これを引き
下ぐべきではないかと思う。技術を
無噂"した経済i問屋の独裁的な考え
だけでは，優秀な工業は成り立たな
．い。何は兎もあれ，各部門互に協力
し警如何にして生産費を引き下げる
'かという鮎を，それぞれ我を棄てて、
隠剛に研究しその成果を実行に移さ
なく'ては,日本は再建どころか今後
どうなる事かと気になり心細くなる
許りである。

さて船価を如何にして引き下げる
かという事につし､ては，前に少しく
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しては，未だ船級協会でも確たる規

則がなく’普邇のバルクヘツト,と
I/yを等しくする程度で計画されて

いるようであるが，それでは少し張

過ぎるようである。もつと全体とし

て板を薄くしても良いように思われ

る。これ等は実験と理論から数値を
定め得ることと思うが，將来何種類
かの適当の型のコルゲート板を幅魔

の板で簡単に加工して，恰もなまこ

板を売るように，箙く造船所に供給
して呉れると，船価引き下げに大い

に役立つ事と思う。日本製鋼所の遊

休施設は少し<改善すればこの目的
に充分叶うものである。デマーグの

この唾延溌は厚さ9Tnrnからの板が

き各サイズのものを1枚板で円型に
し1ケ所だけを溶接すれば，加工も

簡単となりかなり価烙を引き下げ得

るもととなると考えられる。從って

大型のボイラー・プレート，睡力罐

用の板等もこの座延磯が動くように

なれば，どしどしこれに噛ますべき
ものであると思う。

この室關の甲鐵工場施設の中には

8,000噸と4,000噸の永睡プレズ磯が
ある。共にラムは2個で個々に動かご
し得て，ある程度迄の曲面を銀板に

與え得る．ものである。8}000噸の方
は磯械附属のクレーンに砲弾があた
ったけれども，本体は完全であるし

4,000噸の方は少しも損傷を受けて

傭
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準
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′ある処で外した板の鋲孔を電気溶

接で埋めているのを見たからそのわ

けを零れて見ると，1，2鋲を切って

見たらば鋲孔の喰い違いが甚だしく

アメリカン・ビューロー・オブ・シ

ッピングのサーペーヤーの検査に通・

らず，孔埋めしてから当操みをする

のだそうである。現場を見るとなる

程これでは義理にも邇せなlf､程非道

いのである。こんな板が相当数並ん

でいるのでは改造後の船を何年使う

穣りか知らないけれども，一寸考え・

させられる問題でほある。使われて
いる鋼材にもジﾔﾝｺの非這いのが今
ちょいちょいあるようだ。鋼材の性

質のわるい黙にも，眉を鐙めたくな

る。ビームやプラッケットの取り付

け工合等にも感心の出来ない処があ

り，如何にもおつつけ仕事だと･いう

感を深くする。こうなると一寸見た

処では判らないが，船自体の形状が

正しいかどうか疑い度<なる。この

ような船に多額の費用をかけて改造

するのはどうかと思う。

琿洋船は速かに欲しいし,一方第
5次船の数が少なくて造船所全部を

潤おすことが出来ないのをこの改造

によって多少緩和出来る鮎か･ら，造

船所側からも獄迦されたであろう

が，ばらした状態を蹴ってよくよく

見れば，寧ろこれ等職標船は思い切

出来るそうだが，ここの経験は今迄

甲鐵をやって厚板許りを作っていた

のであるから，薄い方の板を出そう

とするとその為かなりな研究を必要

とするであろう。バルクヘツド用と

しては享い板は寧ろ不用で,11mrn

とか12mm附近が楽に出来ないと，

折角の鍵械も宝の持ち腐れとなるか

ら，薄い方も出し得るよう今後の努

力を希望して止まない。そうしてま・

た造船所側もこの施設の活用を強く

要望し実現に移すことに力を致すべ

きであると思う8

いなし､。幅5rnの板が出来，そうし

てこれ等のプレスがあれば，油槽船
のコルゲーテツド・バルクヘツド用

のコルゲート板をつくることは容易
であると思う。現在コルケーテツド
ー．バルクヘツドをやっている処を見

ると，幅のせまい従来の板をキール
Pベンダーでコルゲートさせるの
で，その手間はかなり大きなものと
なるであるうし，また形状もそうそ
う任意なものと為し難い恨がある。
それにはまた狭ま､､板を並べて隔壁
とし溶接するのであるから，溶接長
さが相等大きくなっているのであ
る。もし幅慶板でこれを作れば工数
を減らし得ることがその黙でも判る

|辮塞騨顎謬雪篭
’んでいるし『またこの採用により重

避輕減も出来るのであるから，これ

が砿く用いられる趨勢にあるのは蓋

し当然のことである。処でミの程ブ

ラジルの小型タンカーを引き受けた

造船所で，そこにキール。ベンダー

がないため，コルヶーテッド。バル

クヘツドを採用しないと聞いてうら
．淋しい気持がしたのであった。コル

ケート板の出現を望む次第である。
コルケーテツド°バルクヘツドに対

早、

○改A型の改造

航洋船としての船級を得るため，

改A型戦穏船の改造工事があちらこ

ちらで行われている。浪人ばその中

の2，3を見る磯会を得たが，ばらさ

れている処を見ると，如何に戦時中

の急造とはいえ，その粗鋤監造振り

には，今更ながら驚く許りなのであ

る。いくら国情の違いがあるにして

も同じ戦時急造のリバテイ型船の性

能ほ兎もあれ，一鯉整っている工作

〔設計問題は別として〕と較冬れぱ

日本の技術屋は心の持ち方を大いに

入れ替えなければならないと猿感す

るのである。
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ってスク受ツプし代船を新らしく造であるも 雛かい､と思う。〆－1，．・イン・ヂ

ヤバンが粗製濫造の代名詞であった

声一ずづ‐彦司一J巳、夕｡一I‐ｰlウ－ノ

つた方:が’同じ費用を使うのなら得何はともあれ，戦時に急造したこヤバンが粗製濫造の代名詞であった
策であったのではないかと思う。昨れ等の船がこんな不出来であった事ような事を『再び識り返えし度くな
年来至る処に見るからに勤な妻の‐については,深く反省して見る必要い｡今迄の指導階級にあったものの
改E型の蕊船を見るが,ある人は浪があるど思う。船自身の性能とか形指導振りにも縦けていた鮎が多々あ
人にこの並んでいる濠を八八鑑醗だ状の問題とか使用材料の適否等は，つたと思う。戦時中鋳物の生産通が
と笑って教えて呉れた。それはこの手間を省くため始めから計画的にや足らず，その増産を月毎に吹いた鏑
型の船が880総頓ある処から．，昔の，られたのであるから，不味い鮎があ物亟量でせめ立てられたら，個々の
八八鑑藍になぞらえた酒落なのであっだにしても一應問題外であるけれ鋳物は次第次第に肉厚なものに変わ
る。斯くの如き船も早くスクラップ・ども，何故船としての工作上の要所って行った郡がある。その為生産鏑
しその代わりにｽﾏーﾄな磯を造る要所を押えられなかったのかという物重量曲線は上昇の~途を辿り,人
方が將来あ為であり，また造鰭脈と黙に対しては,その依って起った因目Iこは如何にも増産したかのように
しても望む処であろう。こうぃうもを今からでも遅くぼない充分探究し見えたが，その後の磯械加工等に線
のの処置に対し再び近硯眼的な方策てこれを明らかにし，今後工作に携計な工数がかかり，実質的には成品
をたてないように望むや切なるものさわる人達の心の持ち方に教える処としての増産とはならなかったのでがある。・

があらねばなるまい｡素人の徴用工ある。それにも拘らずこういうまや〃

話はかわるが同じ改A型のわるさ員ばかりが多かったので止むを得なかし曲線を見せられる上級幹部は，
ルこも段階があるようである。以前かかつたでは通らない。良心的でない上昇カーブだけで満足し実体を衝か

〆

らその仕事振りの不良で定評のある仕事をやる事は,戦榊のみに限つなかった実例を浪人は知っている。
某造船所のものはやほり粗製の程度たことではなく，少しせかすと何時＝何故この時指導階級の技師連は工作
が基し〈，その改造を引き受けた造の問にかやられてti舞っている事も法その他の改善に工夫を凝らして，
船所を大いに挺子ずらしていたようあったし，また監督の眼の届かない増産を計らなかったのかと今でも思
に見受けたのである。また徴用学生伽宅は平気でやられた実例はいくつう。或はそういった能力には全く鉄
生徒を主用した新らしい造船所の船，もあるようであき・すべての人がそけてし､たのではないかとさえ思う。
も前者よりはよかったが，隙り勢ぱうだと言わないが，一般的にいうとこの例の如き休凌のよい所謂誤魔化
しい成績とは言えないと感じた。こ日本人に共通して，何処かに正当なしは，敢て工業方面に限らず，種々
れは実は意外なのであって，徴用学事をやらないですますよ.うな，悪いの処に現われているのである。今後
生生徒が極めて蝿面目に熱心に仕事性質が潜んでb､るのではないかと思の人達は，先人の愚や悪る贋しさを●

・をしていた事を浪人は知っていたのう。こういった悪い性質を明るみに再び縦り返さないで，飽く迄も正規
で’始めそう迄は悪くないであろうさらけ出し，性恨を心から敵たき直の工作をなす正しい心掛けを培って
と想像したのであった。この不良はさないと，.武力のない文化国家とし貰い度いと希うのである。
多分新らしい処だっただけに指導者て国際間に日本が紫栄して行く事ば
数に敏けていた黙が崇つたのである－－－船の用語
う。昔から確実な仕事許りをしてぃレイド・アップ．トンネヂ
た造艦所の船は，同じ悪いといって 海迩界不兇の際，海運企業の收得する迩黄收入認減し，船舶の維持費
もよい方であったのは，何といって並びに乗組員給食料，船用品,焚料，泌湾諸脚その他の運航原価著し｜
も平生の心懸けが大切だという事を． く増大しf通航上の損失が大で運航を中止する方がたとえ船価償却饗，

つくづく感ぜしめられたのである。
訂

船舶原価に対する利子，及び船舶維持費等の諸経菱を支沸うも却って損｜

こういう職から見ると，自分の持ち 失が少ぃ場合，運航による損失を免れるため船主が所識僻の全部又は一

物の一生にかかわる勵遁であるか 部の通航を中止し港に繋いで置くこと。又そのようにして通航を中止し

て港につながれてある船舶のこと。而して一定醐約の下に加盟船が一定

ら，船主としては単に従来からの行割合の船隙の迦航を一齊に中止し繋留せしめて船腹需給の調整を計るこ
きがかりや契約金額ばかりに囚われとを共同繋船という。
ず，よく造船所の実体を見極めてか 去る昭和24年10月に於ては我国の指示待船は167隻,668.557重簸噸に

ら船の註文を発すべきものだと餘計 達し同年11月末に於ては168隻，662,930亟般噸と若干の減少を示したが

のことだが一言附け加えたくなるの 緬当の蕊鵬を生じて繩過剰の状態態示した鯛は我鬮瀧難界に大なる間｜題を提起したといえる。
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一スエー.デ×の電弧溶接一

』

、

し
,j20年頃迄氏は彼の方法及び技術を特許として売って
いたが，爾後は自ら溶接棒及び溶接駿器を製造して他赴

に販売し始めた｡､然しながちズユーデンで溶接が將来の
組立方法として採用し始めたのは1930年になってからの
ことである。

｜＝_…員蕊穂猿…愚素“
ろ。その頃スエーデンの舶用機関技術者たるオスカー.キ

ユールベルグ(OskarKjellberg)氏'は彼の従事する舶用
ボイラーの漏洩に困っていた。彼は間もなく最も能率の

良い修繕方法は溶接であって，その蕊娠としては電気が

|鐘諜羅蕊撒蕊雲
はひどく不満足なものであり,霊弧溶接の実際的方法は

｜鰔誌膿皇職溺こ欝欝繊繁
の最初の笑験は20世紀の初期に行われ,1904年に0.K.
Organizationの前身会証たるElektriskaSVetsnings･

Aktiebolaget.(ESAB)を造船業者の支持の下にGot-

lfnburgに設立した。電弧溶接における各種の特許を

とった後，彼の最も重要な特許の應用が1907年に多くの
工業国で相次いで採用された。この特許とは被覆電気溶
接棒に関量するものであった。氏の特許に於ける被遜の目
的は，溶融金属を室気中の酸素及び窒素から誰り，溶接
レニ適当な物理的及び化学的性質を附典し,g.All-position
溶接を可能ならしめることであった。彼の最初の溶接棒
が被痩の厚いものであったことは興味深いことである。
然し乍ら氏は単に発明家であったばかりでなく加うる
に非常に実用を重んじた人であって，彼の発明品は直ち
’二実用化さ'れた』彼は特に船舶の分野における修繕から
出発したが，この方法が修繕用のみならず，製造の分野
’二於ても大いなる將来性を有していることが明らかにな
った。然し初期の段階に於ては，製造に溶接を使用する
二とについて，指導的地位の技術者が保守的であったの
で，キュールベルグ氏は彼の時間の大部分を修繕ェ事に
徴した。然し時稜の到来と共に彼は溶接による製造を開
飴した。彼が最初にボイラーを製作したのは'9'4年であ
り，金溶接船は'920年に建造された｡、
彼が早くも'905年に海外に溶接会祗を設立したことは
興味ある事柄である。英国に於ける最初の会祗はKjell-
6ergSyndicateLtd・であるが,1912年にAngro-Swe･
dishEleCtricWeldingCo.Ltd.により代行された。

’
スエーデンの電弧溶接

p

人口700万人という比較的小国であるスエーデンに決
て電弧溶接が凌ぐ使用されるのには低い電力費が大いに

與って力があるず事実スエーデンでの電力のすべてが水
力発電によっており，単にピーク時電力のみ楡入淡に依
存している。

溶接機器

溶接に関しては，スエーデンは恐らく世界中で最も直流
に意を用いている国であろう。これは幾分は保守主義の
為であ覆うが，主たる理由は原則として，新しくて良い
溶接棒を設計する場合に直流の方が容易な為である。か
くして直流を使用することにより，ｽｴーデﾝ'プ溶接養
術者は急速に発達する溶接棒の想悪を受けて直流用の幾
分高い価格を喜んで支挑っている。例えばスエーデンで
iime-ferritic棒が康脆園に使用されて来たが，交流用の
型式のは今迄僅か数年間市場に存在じた覇･けである。
利用出来る統計が無いのであるが，恐らくスエーデン
での溶接器の総数の80～85％位が直流用のものであろ
う。然し乍ら交流瀞接は着々 地盤を築きつ診あり，特に
一般組立作業に対して勲著である。

電動発電磯は主として直流式をつかっており，整流器
の使用範園は極めて限られている。

Multioperatorsetはすべて直流を使用しでいるが特
に多数の溌接工が旗い箇所に集中している所で使用され
ている。実際にスエーデンで販売せられているすべての
溶接機器はスエーデンの製品であり，その上少数は楡出
されている。・

自動電弧溶接磯ほ幾分限られた範園でしか使用されて
いないc然し特に造船工業ではこれが興味を呼んでい
る。普通の手溶接棒を使用しているスエーデンの自動溶
接機には2種類ある。加之多くの工場はユニオンメルト
法を使用しており周知の<GFuSarc''-自動溶接磯は唾々

（

、

－29－

J

■－－－ 亘 一一一一



一一一ーー●巳一一一・一一一一一一一｡。＝ 一二
一一

一

一一
一一

１

●

ｒ

一 船・の科學－
＝け

造艦所で見受けられる。スタツド溶接も亦ここ数年来使
用され"Weldomat''型半自動溶接機も詔公されてい

●

ろ 。‘1

プ

~

造船への腰用

溶接はスエーデンの財政上大いに寮輿している。それ
はこの国が高級な鋼や鐵砿石の大なる輸出国であるとは

るう.ものの,軟鋼に関しては自給自足し得ないことに基
いている。鋼材の節約になる溶接の使用笑綾は溶接によ・
い修繕工事及び維持を除いて年間概算125,000～'50,000
トンである。

ロイドの記鐸に於てスエーデンは邇常造船の五先進国‘
の中に位している。勿論その造船ェ業の規模は決してイ
ギリスのそれに比肩し得る程のものではないが1実際_E

すべての艦はその全部が全部100％という程ではないが
溶接されていろ｡最初の航洋の涛接鋸〔'5,000重量トン
タンカー）は1938年に引渡された。指導的立場にある大
抵の造鋸所は現在全溶接船を引渡しており’それ等の工
場が溶接向に改造せられて以来そのうち数献は鋲接船を
建造することが出来なくなっている。
ここ10年間に概算15,000,000礎がスエーデンの造船所
に投資された。この金額の約半分は直接又は間接に溶接
に関連している。一例を挙げると或造船所は工場の古い
船殻“部を改造する代りに古い造船所の隣に新造船所
をつくった。

。

、溶接棒(Lime･ferritic捧〕

スエーデンで使用されている涛接棒の繊頁はLime･
ferritic,Heavycoated･acidtyps,弧もutral,Oxidizd
1ng9等であるが，この中全使用量の43%までがLime"
feritic棒である｡恐らく他国で，この棒がこれ程大きな
比率をよめて使用されている所はなかろう。この型はス

竹

エーデンで最初に（或は少くとも最初に市販された〕発
・達したものと思われる｡街気泡のない溶清金属をつくる
1ime-ferritic棒について述べよう。溶接工がこの型に馴
れるには少し時間を要するが，間もなくこの棒の価値を
悟るだろう｡､これ等の棒の癖は幾分汲潔性があり，曝
気のあるのを用いると多孔質の溶着金属をつくるので，
元来室内用にのみ使用されていた。然し乍ら現在，溶接
棒は屋外作業例えI鎚鋸等で多量に使用されているので
瀞接棒が潔気をもつことを防止する禄に特に注意せねばQ

ならぬ｡故に溶接エには二度に小さい東のみ出して残り
・は避度調節された倉庫に貯藏しておく。更に溶接工は自
一分に出された溶接捧を，膳別の函に入れておかねばなら
・ぬ。アノ〈_リカで蟹･く使用されている巖なセルローズ系の
被霞瀧はスエーデンの市場では殆んど見られない。
軟鋼溶接用として更に特殊化された溶接棒中には濃め
、繕取されない衝合溶接の板に貫通して溶接出来るものが
ある。これは3/4吋の板厚のものに使用され各側一層宛で
ある。この溶接棒も亦通常の衝合溶接の裏溶接に用いて
成功し，両脚は今迄アンダーカツトを生じていない。
‐・合金鋼の溶接に対する関心はここ数年来非常に増大し
多数の溶接棒がこの目的の為に発達した。これらに対し
てもlime･ferritic被覆はかなりの程度迄使用されてい
る。アルゴン庵弧溶接が輕合金の溶接にとって將来の最
皇の方法であるかどうかということが残っているが，現
在瞳合金を含む非鐵金属の溶接用に溶接棒が製造されつつある。‘

‐職迄ズｴーデﾝの表面焼“は大なる成功を見な力》記

つたが，最近この目的の為に非常に良い溶接棒が市場に
現われた。その範函は事実上すべての堅さの要求を充た
している。これに対してもlime-ferritic棒が屡々使用されている。

この綴に溶接棒はｽｴーデﾝ製のが使用されており，
、外国商会の子会祇の静接棒製造会祇が唯一つあるが，そ
の溝接棒もこの国でつくられている。

？’
’

I

最近10年間に最も新しい造

船所が新設された。Uddava

lla造船所がこれである。興

味深いことはこの造船所の主

孵造物たる起重驍，溶接工場

並びに磯械，銅板工作エ場の

要機波等がアメリカのカイザ．

一造船所から持って来たもの

であることだ。造諾所そのも

のはスエーデンの着想に基づ

いて建設せられており勿論あ

らゆる鐡錨建造物はすっかり

溶接されている。

太単位方式〔即ち譲術組立
単位の最大重量が30～50トン

〕を使用したスエーデンの造

船所の設計は圃表に示した線

に從うが地形によってはこれ

と異っている。勿論船の設計

は溶接により影響を受けた。

例えばタンカーの隔塁は原則

として波型になり通常の商船
にも時々この型式の隔壁が使

’

’

’
亀

一
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一

’

附せられている。特殊鋼を使用する軍匿の涛接に成功し・
たが侭解決さるべき数多くの問題がある。波型隔壁事用
の大型プレスの容量は実に12,000トンと云われている。

品質様査

・造船以外の工業に於ける，スエーデンの溶接應用の範
鰹は極めて籏<，エ場建築物，橋梁，車輌，及航室磯に
対しては勿論，大型水力タービンのケーシング，ポイラ
ーに至るまで凌ぐ溶接が使用されている。このに嘩力容
器,橘葵,幽鋼榊造物等の様な涛接孵造のものは政府によ
りコントロールされる対象となっている。これ等の溶接
された製品の設計及び溶接施工に対して規則が布かれて

おり，これに從事する溶接工は按価険定に合終すること。
が必要であり検定は原則として年2回施行され,X線検
査は特に使用應力の大なる場合に要求されている。然し

多くの工場は溶接工事を高い水準に保つ為にX線設備を
も.っている。所謂「flyingX線試験」は溶接工達の間で

好評である。この試験はX線班が譲期せぬ時に訪問して

行う。フイルムは溶接工の正規の仕事から任意に提影さ
れフイルムが等級別にわけられて溶接工と共に論議され、
ろ。記録は各人毎に保持される。その溶接水準が珊持さ
れない者は重要度の低い方に廻される。正しく且一様な
フイルムの等級路付の為に「X線等級別規則」が公布さ

れている。これは多数のX線､眞を集録しており1～5

の等級がある。各育眞には何故これがかくかくの級に格

付されているかという謎明が附されている。
これ等の定期的なX線倹査には今一つの目的がある。

若し多数の優秀な溶接エが或型式の接合部を溶接してみ
て悪い結果が出た場合には，これは溶接の設計又は施ェ
条件ﾄーついて調査せねばならぬという指針になる。エ場
や研究所で夫々 のX線設備をも．っている所もあるがこの
仕事の大部分は国内各地に支部を有するG@Tekuiska
R6ntgenCentralen''(InstituteofTechnicalRadiogr-
aphy)によって行われており9･ここは国家及び溶接工
業が共同で迩営している所である。

教育

dGSvetskommissionen''が協同組溌の役割をなしてい

る。$4Svetskommissionen?'により開かれた会合に於
て他の研究所での経鹸や各会祗の例が研究結果と共に交

換される。屡々 それ等の結果がスエーデンの三つの溶接
工業新聞やその他の技倣書により公表される。C4Svetsk
ommissionen(溶接研究所〕は1931年に溶接工業，政府

及び民間研究所により設立されたものである。その目的
とする所は溶接の進歩を促し溶接規則の草案をつくり，
且スエーデンと外国の溶接学会との接侭を保つことであ

。

二

←暫

一スエーデンの電弧溶接一

I

ざ

る。その仕事は小委員会の多数のメンバーにより各部門
毎に活動している。
‘てSvetstekniskaF6reningen''はアメリ‘力溶接協会と

同様の組織であって本会には7の地方分会がある。

最前線に立つスエーデンの技術学会たる"SvenSka

Teknologf6reningen''(スエーデン技術者協会)に溶接
委員会がありその目的は学会の会員内に溶接に対する関

心を高揚することである。・

上述の三画体は夫々 InternationalInstitute,of

Weldingの一員である。1934年にr溶接工学」の新し．
ぃ科目がネトツクホルムの王立技施学会に創設された。
これは機波ｴ学造船ｴ学及び建築工学の学生に対する必
須科目である。溶接は工業学校で教えられており瓜国家

地方当局及び溶接工業によって運営されている溶接工訓
練所も多数ある。

スエーデンでは三種類の溶接に関する定期刊行物があ
る。即ち44SvetStekniska･Foreningen''の刊行物たる

SVetSen,0.K．Organizationにより発行されされて
いるSVetsaren及びAGA.Coinbineの機関誌たる
Svetsningがある。

最後のものは主として酸素アセチレン焔の應用を扱っ

ている｡昨年.j@SvetstekniskHandbook''<ｽｴーヂﾝ’
溶接ハンドブック〕が刊行されたo1300頁に及ぶこの本
はAmericanWeldingHandbookに相当するもので
ある。

電弧溶接の初期に於てはオスカーキユールペルグ氏及
び彼の助手達は国外から何等かの実際の支持を得ること
が期待されなかったので彼等自身で働かねばならなかづ
た．

キユールペルグ氏が協力会祇を通じて外国に紹介じた
結果これ等の諸会祗により得られた新鮮な経験がス署一
デンで利用されるようになった。かくしてスエーデンが
単なる電弧溶接の着想の職出国たるに止まることなく諸
外国と相互に経験を交換する意味に於て輪入国ともなっ
たのである。

’935年迄はスエーデンは溶接の発達に関してドイツと
極めて密接であった。ドイツ人が電弧溶接を極めて初期
の段堵に於て採り入れたということは確かである。最近
アメリカがスエーデンの溶接技術者の聖地になり雄め，
第二次大戦柊了後直ちに少くとも100人のスエーデンの
技術者が戦蒋中に於ける溶接の進歩を研究する為にかの
俸大なる技術国に渡航した。更に最近にはスェーデシの
技砺者がイギリ･スにも目を向けて多くの人々がイギリス
の溶接工業の急速な発達を研究する為に北海を渡った。

〔蓮楡技研八幡兇在技官〕
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舵と旋回性能に關する覺書
（其一の6）

應．急舵（綴）
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禰 井靜夫
'

鯉政本部はこの応急舵の性能目標を次においたのであ
る。第29m(a)はこの一例である。

型式は固有舵の約半分の面積の短形木板製とし糸目に
よる操縦索によって操舵する。

、舵効は航海速力にて固有舵の舵角約8度の旋回力を狙
う。

を

艦政本部から届いた圖面で各エ廠で早速製作にかかっ

たがしかし何分急いだもので，十分にその操縦法が指令
色

されてない為，実用化は相当の問題となったのである。
この応急舵製作の一番面倒なのは浮力と重心位置の調
節である。舵体は木製で鋼板ストリップで補掘し上下方

にセメントバラストを充誕してある。GMを適当な値に

しないと水中の安定が悪く碇が検に倒れると直ちに曳索

が絡まる｡筆者は奥工廠で300班曳船を用いてこの応急舵
の実験をした事があるが，速力が3節を超えると舵は不

安定となり一寸とした磯会でも倒れ,倒れると曳索が絡

んで単に抵抗物を引きづって走るにすぎぬ事となる。

舵の安定を保つ為水線の面穣をとる為に第29EI(b)に

’
~

萱§海軍と雁急舵
0J1= ざ

前号の実験研究を基としこの種の応急扉を各鐙船に装
備する必要が掻く認め･られて来たので，昭和18年初夏の
候に縫政本部と技研で更に研究し,-結局流舵として前号
(b)系統のものを採用する事とな〃，同年夏には実施さ
れた｡この応急舵は各工廠等で製作し､鍛艇へ配給さ
れ，その大きさも戦艦,空母用の大型か.ら輕巡級用，驍
逐震級用と大小数種に分けられた。
位）

’

示す如く舵の上部に埋木を附けた処非常に成績は良くな

った。この改正を行って曳航すると第30圖に示す装置で

舵は略水平となり乾舷は約0.48極となり水面すれすれに

曳航されたのである。〔迩力約5節〕

仏）

”
〃
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〃
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鋪30図懸念舵曳航朕況

曳航式応急舵の捌畷iはその不安定さと浮力及糸目の調

節の困難にある浮力は舵本体が木製である為海水に漬る

時間によって変化する。しかし更に一つの歓黙はその重

量である。’

躯逐鑑級で1旺弧，重巡級のものでは3班にもなると

元来応急の場合に使用するものだけにその取扱の困難+jI 第29図篭本式懸念舵
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一舵と旋回性能に関する貴書一

箔

に操作され，この場合の舵効は固有舵の当舵7度程度に

=相当する｡而して90度回頭に要した時間は6分40§弱で
あった。

この方式の固定式応急舵装置は他の輕巡若干隻にも装
備されたが，何れもその直後比島沖海戦等で沈没してお

りその使用状況を知り得ながった。

想憾される。実際この応急舵を十分に活用した実績はき

かなかったが，とにかく互繼大和以下，各鑑何れも大切

にこの応急舵を持っていたのである。

一借凧式に曳航する代りに船尾にこれを固定する方法も

試みられた”これは昭和'9年8月に550瞳輕巡阿武隅で
笑験されたものでその概略は第31岡に示す通りである。

即ち鱈尾に霊め仮舵軸及び操雛索用ローラー等を装備し
ておき曳航舵を立ててこれに取付ける。

一

ヤ

篤眞5駆逐鍾泰風の假舵と仮推進器．

〔パシー海峡宅潜水鱈の需螺を受け鱈耀切断，アカオ

で蔦眞の如き腿念修理をして無事佐世保に踊って來た）

可
１
，
口

。
〆

第31図固定式懸念舵（輕巡阿武隅〕

この方法によれば安定性と浮力の調節及び糸貝の加減
等の問題はすべて解消する。しかも船尾波が有効に利用
され舵を一層有効にする。しかしこの方式では船尾端が
垂直である事を要し,.又応急舵は船尾の大擦傷の場合に
始めて使用される算が多いに拘らず。この際にはこの方
式では役に立たぬ場合が多いと思われる。

操作上は舵姪に舵を嵌入する手数だけ増すが，これは
適当なシヤースを用意すればさして難事ではない。〔阿
武隈は7分で嵌入した〕

一一旦取付ければ操鍵は容易で本遥の場合浮流式は9節
が限度であったが固定式では16節にて25度迄極めて容易

■

大平洋戦争中に外地の工作部等で損傷した船に臨時に

侭単な操舵装置を施行して無事に内地に歸港させた興味

ある実例が多くある。但もこれ等は戦争そのものと直接

関係しておる為記録としては殆ど残っていない。この中

筆者の記臆にある数例についてほ何れ機を見て響いて見
たいと思う。ここには単に一枚の‘菖障を掲げるに止めて

おく。〔完〕
一も〆ゞ－－

画～｡､ダベーー一一一 一一一～一一一〆L一一 一一一一

〔註）第3巻2号より継続しました頑井靜夫氏の論文

縦鱗鰯繍難慧舗農鮠
principlesPfNavalArchitecture中のKarlE.Sho-

enllerr氏の使用法との差異を亥の如く注意致します。
則ちDAはアドウ．アンスで90｡回娠時までの縦の距離で
殆ど最大縦距を表し。DTはトラソスフアーで180回娠
=AI10188=IIDIIIB雪国'iim'=a'''''11=IIIIIII=I11III-''i'''!■■■11Ⅱ111＝j'1,,0,■■■,IⅡ,11■■

時までの欲の距離で最大臓

距と略等しくShoenhefr氏

のタクチカルダイヤメー

ターと同意義であり毒す。

蝋集部〕

IlillIlp■■IIIIIII=1111111=1111111-lllllll=IIIIIII画ﾛ｡I叩'Ⅱ1－11細''一肌'''''=l'''i'!-,,,i,,,-,,,,,1,-IIIIIII=,Ⅷ伽‘－，Ⅷ11。
船舶電氣装備

A.5.400頁定価450円（〒S5P1)

劉選
石川島造船電氣課長三枝守英著

分割桃申込金185円（〒35円を含む）第二回150円
（配本後1月以内）第三回150円（配本後2月以内）
船舶技術協會
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著者註： 油槽船の引合をうけた時’これを我国の技術の現状に基

本論文は昨年7月に脱稿し,関係方面に配布して御妊いて設計する場合,この懸念は盆々 大とならざるを得な
判を仰いだのであるが，更に賓料の完壁を期して発表をい。
控えていたものである｡最近各方面より発表をすすめらしからぱ外国の油槽船はどうであろうか｡著者等はこ
れるままに，今回本誌の紙面をかりて3回に渡って掲載の観黙から戦後の欧米新造油槽船の性能に深い関心を梯一
することにした。ってきたのであるが，現在迄に入手し得た僅かの賓料よ
然しながら執筆当時より1年を経過し，爾後の情勢のり判断するに，この十年間我々が世界の造船界から遮断
変化により，加筆,訂正ずしくき黙もあるが,著者等にそされている間の世界の工業技術の著しい進歩にともない
の除総がないので，そのまま発表する事にする。戦後建造される欧米の油槽船が種々 の面に於て実に高性§
従って本論文のとりあげている内容は1949年初頭にお能の鋤が多々あることを認bざるを得ないのである。そ
ける世界の新造油槽船界の一断面である事を撫御了解してこの綴に高度の世界の汕槽船の水準の中にあって’
犀いたい。

それと比肩し得る大型油槽船迄建造し聯出せんとする場
②

合，それに先立って解決すべき幾多の問題が有る事を痛〃

緒 毫
再

・感するのである。しかもその解決には日本の工業界の

24年2月17日，.我が国に於て最初の油槽船の輪出に関全力をあげてこれにあたるのでなければ’優秀なる大型
する茨約がノルウェー商祗と賀易寵との間に締結され，油梢船の諭出は困難ではなかろうかと懸念されるのであ
それに基き川崎重エ業繼贈工場に於てD:W.18,300K.T.る。著者等はこの磯会に今迄の灯識を整理して，以下に
M.A.N､7,000B:H・P.14Kの油槽船が建造された｡次ぃまづ世界の油糟諾の建造状況についてのべ’それが如何
でデンマーク向汕槽船D.W.17,900K.T.B&W8,300B・に高性能のものであるかを明かにし，その高性能が如何
H･P.15K1隻が三井玉造船所に於て建造されており，にして得られたかについての解肝を試みようと思う。そ〆

又現在デンマーク向，.W.15,500K.T.の油槽船が播磨して最後に我が国に於て今後大型汕槽を建造する場合’
造船所に於て建造されつつある。戦後に於ける油槽船の我々が解決せねばならぬ問題について私見を二三述ぺ，
急激な需要は世界的な現象であり，その一連の動きが我．諸賢の御批判を仰ごうと思う。
が国に於ける上記の楡出向油槽船の建造となってあらわ
れてきたのである。その後も職出向油槽船の引合は各造 世界に諺ける油槽船建造状況

紹所に少なからず照会されており，かくて汕梢船は有望．1．油槽船需要の趨勢
な嶽出譜として華やかな脚光をあびるに至ったのである戦後に於ける世界の油槽船建造数は極めて膨大なもの
だがここに考えねばならぬことは日本に於て建造されになっている。その建造状況についてのくる前に，一応
る油梢船の商品価値如何と云う問題である。云うまでも何が故に多量の油槽船が要求されるに到ったかについて
なく詔の商品価値は，その初期投蚕額と年間輸迭量，並考えて見るべきであるが，それに関しては既に幾多の文
びに年間迩坑費を綜合して判定せらるべきものである。献もあり，我国の雑誌その他に訊訳されているから此処
現在日本の輸出譜は初期投養額が狼なくてすむと云う所には省略するが,要約すれぱ
に多少の優位な鮎があり，それ故に.こそ多くの引合があ（1）油の需要量が戦時中より戦後にかけて世界的に急激
′るものと考えられるが，その輸出錨が年間職邊量少なくに増大し，特に米国及び欧挑に於ける需要が著しく増
又年間運航菱が高いものにつくならば，商品価値は極りしたこと。
て低いものになり，今後の輸出は困難なものになるであ（2）従来油の職出国であった米国が戦後職入国に転じた
ろう。まして最近の如くD.W.28,()QQK､T.の如き大型こと。

で

１
１
１

P

’
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（3）新たに中東亜細亜が西欧並びに米国及び世界各地へ

の油の供給地として，その重要性を増したこと。

等をその原因としてあげる事が出来る。その結果戦前に
比して多量め油を一層識巨離にわたって鐡遥せねばなら
なくなり，一方在来船中には既に老朽船も多く，その代

替船をも考えると世界の油槽船は此処数年間に多量に補
充されねばならなくなったのである。

2．世界の油槽船建造数

上記の如き理由に基く世界的な油梢船の需要の態勢に

応じて今後数年間に膨大な数の油糟船が建造されんとし

ている。Tablelにその内容を示したが1949年より今後

Tablel､戦後建造の欧米油糟船の總戦貨重簸睡数(概算）

T以上の大型油槽鵬である.という事実である。じかもそ
亀

れ等は標準化されて同型船が多数作られる傾向1こある事

は注目すべきである。目下建造又は契約中のp､W、20,

000T以上の獅曹船の数をTable2に示した。，

Table2.建造中又Ij契約中のD.W."20,000T以

上の欧米油槽船

|鍵敷’ 載貨重量睡敷､ 一

洲
國
諭

881,000

1,580,000

2,461,000

欧
米
蛤

37

56

93
、

ダ

〔1949年1月現在〕

TablelとTable2とを比較すると米国に於ける油

槽船の大部分はD.W.20,000T以上の大型鰯である事

が公る。これに翁して欧州はその総載貨重量芯は米国の
250％になっているがD鰯W，20,000T以上の油糟謡の

数は米国の約65％にすぎず，米国の亘船第一主義と與味一

ある対照を示している。それにしても世界を通じての油

穂鐇の大型化は戦後の注目すべき傾向である。
Table3(2)にD.W､20,000T以上の米国油槽船の内

訳を示し,Table4(2ノに同じくD.W.20,000T以上の

欧陪油糟錯の内訳を示した。これによると米国は今や亘

大油糖船建造のイニシャティブをとっていると云える。
即ち米国油腿搬の大型化は盆々 薊著になり，既に28,000

T型,80,000T型,32,000T型も這鐙されつつあり，速

力も亦満敏航海速力16K乃至16'2Kをねらっているので
ある【。この他になお米国に於て現在計画中のものにD
W.4D,000T,速力20Kのものがあり,(L=720',B

＝108ﾉ,d=33',排水量=51,000T)｡目下船型試験が行

われていると報ぜられている(3)。完成の曉にはQueen

Mary,QueenElizabeth,Europaに次ぐ世界第4位の

直船となるであろう。

この巌な米国に於ける油糟船の大型高速化の現象は如

|“雫庭｜厭洲’
’1．947年492,.000T
’1948年365,000

＊1949

～1952年4,750,000

(合計〕’

520,000T|
830,000

6,660,000

米国

28,000T

465,000

1，910，000

＊契約中のものを含む〔1949年1月現在〕
己

四年間に建造されんとする油糟船は総戯貨重量約“6万

砿に及ぶ。
I

この数字は文献(')より換算したものであるが’その著

者は父此等の数字に示される建造計画が繩その油榔招の
需要量に対して極めて合理的な数字であることを立証し

･ている。
旬

この様に今後作られんとする油槽船は,･その量に於て
戦前に比し実に飛躍的であるが，その建造計画も，戦前

とは面目を新たにした雄大な構想のもとにすすめられて

いる。暫くその計画の特色について考察してみよう。

3．油槽船建造計鐙の特色

（1）油椎船の大型高速化

先づ第一の特色として考えられる事は，世界の新造油

糟船“6万噸のうち約246万噸即ち40％がD.W.20,000

Table3.建造中叉は契約中の，.W.20,000T以上の米國油槽船．

匡鶚
I26,000

1:謡：
i32'000

’ L| B |(虚× ’
82'－6〃 1

595ﾉー0〃、

6,51.0"’
625'画0〃

84'-0;ノ

84ﾉーO〃

１
１0001

1000
’lp

85j-0〃plq
－』

1

’、

〔1949年1月現在〕．'

－35－
廷

忌品)|s識D|建遥数’
IK

１
１
ト
ー
ｌ
ｌ
Ｉ

16

16

161/2

16

建 造所
夕

3,750

3,750

7,500

8,000

４
４
５
３

２
２
｛
NewportNewsD.D・CO．（､4）

SunS.B・andD.D・CO．（5）■

BethlehemS．B，CO，

WeldingShipyardlnC．
○

NewYorkS.B・Corp．



I■ 一 画一一一

◆ｰ

〆
＝一一－----一-一一・一一ご一ーーー一一一

←

』

少

F
△鷺

一

、

－ 船の科学一

_Table4.建造中叉は契約中の

ILIB1BHEi

D.W･.20,000T以上の欧洲油椴船
グ

I

sZibl廷遥數 建造所’D.W

一
職
〃
〃
麺
・
″
〃
〃
〃
〃

℃

名園
〆

T "1K

23,000.560.-0"74'-6"8,200114I.g

24,400570'-0"77'-0'/7,000一14r-

24,4CO〃わ;"1,,ji,1]"&22,85，’65,.0,,’ず;"I‘,SOoI]＆
"

23,000565'-0ﾉノ75'･O"6j80014

24,500560'-O'ノ SO'-0'1_6,80014
聖’500〃〃〃ず〃

2鋼0’580:．O'ノ781-0''"141/gj7,500

26,000590'-0'ノ80'-0ﾉノ7,20014

28,000610'-0〃80'-6〃11,00015，

〃 〃〃〃〃

、〃〃：．〃．〃〃

U1

〃 〃．〃〃〃

{I，
|’〃〃′〃 L：0■ 〃 ．〃〃〃

一

戸
〆

虹■ ①

何なる理由にもとづくものであろうか。常識豹に考えてし

も米国の如く油の需要量が多く，且津上設備が完備して｝参
'居れば,大型高速の諾を使用し擬法した方が能率的であし

1

A.B.Goetaverken

KockumeMek・Verk.

EriksbergsMek・Verk.

SirJamesLaingandSons.

JohnBrownandSons

FurnessS.B・Co.

Vickers-Armstrongs
、

HarlandandWolff.

SwanHunterand

WighamRichardson
CammellLairdandCo.

HarlandandWolff.
SwanHunterand

WighamRichardson
Vickers-Armstrong

HawthornLeslieandCo.

FairfieldS.B.andCo.

２
４
２
２
１
８
３
ガ
ー
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１
１
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’

Ｉ

″
″
″
″
″
″
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〔1949年1月現亦〕

して謎汁される傾向がうかがわれる。(Table2及び4

参照）第二に，米国油糖鐇がすべてTurbineを主捜と

して使用しているのに対し･て，欧沸にては28,000睡型を

ると考えられる。事実,､昨年の米国造紹協会講演会に発
表された或る論文鯉によれば,‘一年間に一定量の油を
一定距離運ぶ事を前提として，それに必要な油槽船関を
考える場合’その建造に必要な初期投資額と年佃の速航
費とを綜合すると，大型高速の錯圃ほど経済的であるこ
とを結論として導いている｡米国の新造油糟船が大型高
遼の諾として設計されている理由は，この様に初期投賓
額，運航鍵輪迭量を綜合した経済的立場から立証され

U･

ているのであ､る。

然し此処で考えねばならぬ事は，この檬に大型船が経
済的であるとしてその建造を要求された場合,､米国に於
てはその要求を瀧足する如き能率的な雛の設計を成立せ
しめるに足る各種工業の進歩の裏附けがあったと云う事
も‘米国の油梢船の大型化を促進させる_胃つの理由にな
っていると云う事である。
(2)米国と欧測:畷計方針の相遼

'

新鋤h撫冊の建造計画を通tて見られる次の著しい特
色は'米国と欧洲とがその設計方針を異にしヱいる鮎で
ある。即ち第一に米国油槽錨が大型となりしかも16K乃
至'6ﾉ露Kの高越船として設計されている事は前節にての
べたが’これに対して'欧測はD.W.20,000T以下の
中型船が多く，しかも速力14K乃至14'/Kの値を基準と

のぞきDiegelengineを採用している。この濠に，船

型の鑿定，速力の鑿定，主機の淫定に於て見られる設計

方針の相異の理由につき衝く考えて見よう。

まづ米国の荊聴船は中東アジアより米国へ油を鐡逵す〃
るのが主目的であり，そのためにはペルシャ湾よりスエ

ズ蓮河,地中海,大西洋を経て約8,500浬の航路を米国へ・

直行するであろう。これに対して欧洲の油梢船は地中海

と欧州西岸を航行する場合が多いであろうから，米国船

ほどの航続距離を必要としないであろうし，又途中寄港

地も多いと思われる。更に輪暹量も米国程多くはないで

あろう。この嫌な地域的な相蓮,国情の相違から,米国の

油槽船は大型高速の画nerとして設計される方が経済的
になり欧洲の油植紹は,米国より･は'1,型低速のTramper

として，又時にはCharterされる場合をも考慮して計

画される方が経済的になるであろうと云う事は種々の文

献，例えばBilesの論文(7)に徴しても想像される所で

ある。

父施設的にも欧汎にては船の大型化が制約される立場

にある｡それは欧洲に於ける商船用船渠の收容能力は船

幅80'以上のものは少い模儀であり，従って船幅がそれ

以上になると淵I持費が高くつく事になるので，この黙か

らも船の大いさが当然制限をうけていると思〔47頁へ〕
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最近の油槽船の構造
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一
一 板は造船所の曲縁漫で

折曲げられ泌谷の深・さ

が9"，曲綴の.峰度ほ

90度であった。この方

画法では更に長い厚心寂

を均一な形に曲隷する

ことが出来なかった

｡’ｫ鰄麓夛篭：
し、仮組立を行うもの

であって，以前の方法

を踏襲するのは賢明で

グラピヤ3頁にStaland号の一般配砥圖が示され息てい
る。これによって本硲が最近のタンカーの行き方に從っ
ていることがわかる。居住設備はノルウェーのBoard

麹、

ofSeaControlの最高標準に合致して居り，士官及諾

員の為に現代的の凡ゆる快適な施設が備えられ，ト･ルコ
風呂まである。
貨物油のポンプ装置はこの級の船の普通のものがつけ
てある。側楠に2本の主笹，中央輔に10吋吸入管，側梢
lこ8吋吸入管があり,.Carruthers水平比翼型,18"X
14"×24〃の2蕊の貨物ポンプが各蘓ンブ室に取付けら

れ，10()lb/iIfの蒸気で運転される。9個の主貨物油脆
“8％満載で623900ft1の容遥があり,28111/2'ﾉの夏期
満載吃水で比重0.715の油を運ぶことが出来る。
船体の設計には出来る丈直線部を多くして，船殻構造
と木工作を容易にした。上呼板は後部コファーダムか･ら
No．2街物油鮠の前端までシーヤ無しである。後部コフ
プーダム隔壁から後方へは，中心線で.A.P.まで直線で
i'6"のシーヤを持ち，前方では二本の直線で溝成され，
No．2タンクからNo.1タンク前端まで1'6"F.P・で

6′のシーヤとなっている。梁矢については，上￥板の

船尾椣内は平で，船尾極前面から船の前端までは中央部
25'6〃が平，そこから舷側まで漸次6〃の緊矢がついて

いる曝船鼈椣《端艇．板及船体中央の上部購造は梁矢な
く，船首甑目板はシーヤ梁矢共に上研板に平行である。
船ば全溶接であるが，た諺斌肋骨と梁は別である。貨物
油総以外の部分は普通の識肋骨方式で，船首尾材を除い
て特に註羅を要しない。船首材は普通の方形鋼材のかわ
りに鰯“"の棒鋼が外板に直接溶接される。この棒鋼
iま龍骨から吃水線までのび，箸の上方は匝壁版がついて
いる。附圖（上〕は船首材･と外板，龍骨，匝壁仮のとり

つけ方法を示す。
貨物油飾まわりの構造

1946年に設計が始められたが当時油砿織の隔壁購造に

波型板を使うことは，英国では普通に行われていなかっ

た。船主の顧問造船技術家C､F.Christensen氏の示唆

により，特に銀材節約の見地からこのタイプの構造を使

用する可能性が考えられた。

淵駕篭撫蹴鰯鱸霞麓
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鉛主赫と外板

竜獄団壁種とのとりつ噌け
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波型.錘の蝿の総合
ないと考えられた。

今次大戦中に海.r.商鰡窒迩局はMotherwellBridge

&､Engg.商会の請負になる鋼波板の要目を造船業者に’
回章した。この型の波板はStaland号の隔壁に極めて

適していると老えられMotherwell商会の祗員と討議し

たのち之を採用することに決定した。板の長さは厚'ん〃号

までは301,厚板では之より短くなる｡板はダイスでプ

レスし，凡ての実際的の目的に対し，一定の型状を有す

る。継材やウエブを之にとりつけるのに困ったことはな

い。又任意の波型板の端を結合するにも隈難はなかつ’

た。附岡〔下〕ほその形を示し，之を全体に使用した。

メーカーで必要な蒜の仕上げをしてあるので，まぐ組立

て溶接出来，造船所内で膜鋤ロエのため移動させる必要

がなく,､努力を節約すること大であった。

実際には板ほ凡てメーカーでプレスする前に平にし，
ベベルをつけそれによって平胤磯に曲橡した板をかける

とき生じ得る腿雛をも除いている。

グラビヤ4頁上圃の船体中央部検隔壁澗は，波型板が
灘隔壁には水平に，蝋隔壁には堅に配澄されることを示

す。縦方向の波型は殻の雛強力に滞與し，ポ隔壁の堅強

型は識隔壁の堅ウエブと共に鮒の龍方向鍵に澱杭する

故，この配置は最も合理的と思われる。その上に騨綴.隔

壁の結合部が磁明になるという利益もあった。

赫隅壁の竪波型は職剛度を僅かしか清しないので，外

舷部は通常のzF鐡板と竪防撰材からなっている。

Wallsend迩船所の慣朽では平な船．外板上で隔壁を

組立てるのであった。縦隔壁は,イネルとして作られ，職
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隔碇を立てるまえに完成された。この慣行に従いStal-

andの縦隔壁は職隔壁の間で断切的に配置された。結合
は各々 巾18"の平鍋板を横隔壁の波型板の間に挿入して

一行われた｡それで縦隔壁の長さは貨物油鎗の長さ即ち30ノ

3'ﾉである。グラピヤ4頁眞喜中左は左舷縦隔壁のパネル

が殆ど立つばかりの所を示す。こり'fネルの組立順序は
次の如､し，

1）平鋼板葭部板と隔壁の全深にあたる7波型板を支材
上におき縦議開先を上にし，縦綴をタック溶接する。

2）型頭した3片よ.りなるウエブをその位置にとりつけ

隔壁板に群接した短山形鋼とボルトでひきつけて固定

し，タック溶接する。

3）面板と服板をとりつけた支材の端部を次で間隙に落

しこみウエブニ溶接するも（支材は組立H型で中心側

の$'はこの組笠方法に適合するよう切りとられること
を注意する）

4）縦縁の溶接とウエブが完成される。

5）繊隔篭への挿入結合板を各パネル前端に溶接される

溶接中に縦豫の所に歪曲がないことを注意すべきで，

之は勿論泌型板の形状によるのである。

6)完成したパネルは各々約15噸あり，「最後に涜一ルデ

リツクで直立させ，隣接パネルの平挿入板に横儲瀞接す

る。かくしてパネルは縦諜の裏溶接を除き裳詮に糯接さ
れる。

グラビャ4頁專眞中右では左舷縦隔潅の中央側が現場

に立てられてみえていて,右舷隔壁は組立中である穣隔

壁が溶接される挿入板もはつき･り見える。グラビヤ4頁

震眞左下は左舷隔壁の外舷側を示し’ここに竪ウエブと

それから突出した支材の端が示されている。

機隔壁の組立は縦隔壁の立った後伺穣に行われる，之
は縦材と共に3部即ち左舷，右舷’‘:'.央部からなってい

る。その正確な位置に近く隔壁の基部があり；それによ

ってポールデリツクが各部分を直ちにその位嚴に持ち上

げることが出来る。中央部分の建造に除積をあたえるた

め右舷の縦隔壁は約6"外舷側におかれ,各横隔壁の中央
部分が定清されると共に正しい位置にジャッキで引寄せ

られる。

、底部及年板ロンヂの間隔は職隔壁の竪波型板の形で支
配される。ロンヂは各波板の谷の中央に配置され’両端
は隔壁に直接され群接され，端部の固着を助けるため'1，
さい水平服板をつける。併し隔盤板の縦織の所にくるロ
シヂは溌形鍋の端部を縦蝶に溶接するのを避ける為'隔
壁の切齪を通し次の繊肋骨に間蒲する。隔壁にはカラー
する職隔壁の挿入板を取付けるため意.部外板及側板の支
神されなﾔ噸が縦隔溌の両側で内舷側2'9'/’外舷側で

3'9"まで増加する。このかなり贋い幅を支持するため外
舷側に横肋骨線内に横肘板を底板と甲板に取付ける。
宇側縦材，鱗隔壁縦跡及側縦材とウエーブを盾蒲する支

村の代表的の配置をグラピヤ4頁圖下右に示す。既述の
如く側支材は縦隔壁の組立に適する様内舷側を切ってあ
る。側縦材の上部曲普の'1,肘板は縦材'を順整した後に取
付けられる。

数年前縦材端部を支持する手段として斜群型鋼をとり
つける考えをWallsendで採用した。この配置は湿度
の黙では十分と思われ又砿に璃肘板の悶悶に連続した面
板をまわす以前の方法より歓単な構造であった。併し
Stalandを完成する直前にJ･この購造の船がWallsend
に入渠し，検査の結果若干の隔壁に於て，縦材の画板が
隔壁に溶接された所で鉛直方向にクラックの入っている

ことが判った｡/之は固清があまりフレキシブルであるこ
とをI層示した。Stalandではその卿を充演して固着を肘
板と同等と.し，縦材の面板は隔遥の少し手前で切りとる
こととした｡現在建造中の姉妹船では曲殿した肘板を瀧
型錆の代りに隅に配侭している。
砿型隔壁で設計は有効謝明になるが一方設計者は次の
ことを注意深く考えねばならない。即ち底部戯肋骨の檬
な部材に於ては鐡綴の位撒を，職肋骨が縦隔笹の波型板
に適合すると共に底部ロ･×ヂ上に取りつけられる嚴配蔵
せねばならない。

一

隔壁の撲試蕊
タンクテズトを行った時，一貨物油蹴垂擁を読んで剛
唆を普通型と比較した。縦隔壁及側棚の職隔壁の澆は
！/‘〃であった。之は普通型の隔壁の値に等しい。中央
棚の職隔壁は驍25'6'ﾉ深36匁‘ﾉで僥は3/9〃，普通型の幅
22ﾉ深35'の澆は'/4"である。

錨材の節減、

Motherwell商会から供給された波型板の重鐙は$祁

噸で,之に相当する普通型の重量は約435噸と朧され
る。併乍ら波哩板以外'職造も含まれることは明らかで
普通の設計の約700噸に比し，波騨板の設計･では約廿20
噸が必要と考えられ鐙材の節減は約80噸即所要錨材の
11'/2％になる。この比較は勿論全涛接瀧造の場合で，普
通鯉を鋲接構造とするとその数字は更に高くなる。

コストの比較

銀材8(噸の節約により材料数，勢務裁に節減があるこ
とは砿である。両タイプの樵迩に就て，鋼材･準術のコス
1･は各造船所の能力と配置によって影響を受ける。隔壁
板の準備に当って板を操作し平剛することは両タイプに
共通であるが，一方では板を平にするため躍延磯にかけ

〔47負へ〕
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1．船盟構造

タンクの部分は縦横助骨組合方式である。縦助骨使

用箇所は底部外板，縦隔壁，トランクr板，上甲板で

ある。

鋲接笥所は次の通り。トランク腰板とトランク側壁

板，上甲板とトランク側壁板，上甲板と舷側厚板の夫

々の固着。鐵曲部上部の外板縦繰，縦隔壁と船底外板

との置着。

2．貨物及バラスト〔第1表参照〕言

貨物油ポンプ，水平遠心型タービン蕊動2基で主ポ

ンプ室(Fr.Nos.114-119)にある。吐出量3500

gal./min.1800r.p.m.

この他ピルヂポンプ,Strippingポンプがある。

雛1炎タンク容簸

黄物汕タン炎〔バレル〕
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3．貨物油の積込及積卸

主管12〃×16.’管奇はFr、71～72にある。

前述の貨物油ポンプ2基で6w¥間ばかりで排油を行

うことが出来る。

前部ポンプ室(Fr.Nos,12～19)には14j/×16'ﾉ×

18〃竪型蒸気躍動バラストポンプー基を有する。この

ポンプの能力は毎分1400gal.である。

4．居住設踊

乗組員は3‘1名で，他に船主，パイロット，常勤の2

名のインスベクター及6名の除分の設備を持つ。士寅

室には大部分個人用浴室を備える。全休に耐火絶議を

施してある区劃隔壁には金属被賀マリナイト,､天井に

はマリンシージングを，又全体に石綿邪，の繩織物を使

用する．

5．甲板機械

’‐操舵護6'ﾉ×6'ノ竪型2気筒蒸満礫謁

操鉈示液体テレモーターによる．

2種の非常操舵装掴を備える。

2．場錨磯水平蒸気．附，二段域速歯卓型。蒸汽気
震は8"-×'0〃である。両舷の無桿錨(6580115s)

を1'3/,j〃の錨鎖と共に30ファゾムの深さから毎分
30典の速さで揚げることが鵬来る‐私備品として他
に大錨’，中錨1，錐鋼索，マニラ大索等。
3．苑揚ウ'インチ3壁，各2気笥($/;I,,×10‘ノ
ー蜜Iま非常操舵用にも使用出来る。

6．救命及航海没傭

No 左′舷’ 中央｜右 舷
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二誼底乾タンク|
｛

Desuperheatl)蒸気/時lbslO700015:0(I(I
全相当蒸発量／時lbs54,70077,]40
雛の設計睡力1bS/in2$240
安全辨煙力，錨洞lbs/in2240_
同上，過鴬瑞出口lbs/in2218
確胴使用睡力lbs/inp.219227
過熱器〃.lbs/in':210210
全蒸汽温度QF49051U
給水濃度.｡F220220
効率%82.380.5
燃料油／時lbs34905030
燃鎧器前面の空気睡力,水桂in]､02.1
各罐共傅熱面穣5004ft2,燃銭用室気は2選のター
ボブロワーによる。′
12．眞空装置

・主凝結器,EIliot製，冷却面讃1590ft2,填室度
26"，水銀柱の下で毎時181151bSの能力がある。循
環水85.'F,毎分27COgalo.

補助凝結器,Worthington",貨物油ポンプ及発
電機用タービンの排気を冷却する｡眞室度8.1"水銀
柱で毎時28,0001bsの能力がある。
凝結器外板は溶接鋼瀧造で管は外脛3/4",Nol8
B.W.G.アルミブラス製である1
13．凝結水及絵水の虚理

凝結水ポンプ6〃×51/4〃×6〃水平デュ,プレツクス
型3",Worthington",吐出量65gal/分
凝結器凝結求ボンプー磁過装置一漉過給水タンク
．－給水ポンブー給k加熱器一難。
給水ポンプ14"X9'ﾉ×24'ノ堅シムプレツ･クス靭2
"Worthington製，吐出量]75gal/分
給水加静器Davis祇製,100｣Fから220･Fまで
．毎時70,0001ds加熱する。有効加熱面積264ft.1"
水の化学処理のためのタンクもある。
14．燃料油供給装置、

給油ポンヲ6"×3'/2×6〃水平デュプレツクス蒸
汽畷動型!｡Worthington製，吐出量15gal/min,燃料
油が熱器iOO･Fから250'Fまで毎時50001bsの
BunkerC溌料加鷲油をする。
筒ヂーゼル油移迭ポンプがある。
15,.菫及非常用發電機′

主発電機。G.E・製30KW,単相120V.A｡C.,ター
ボ発電機〔力率0.8〕2蟹

’

－１
１
１
１
１
１
伽
陛
孵

計’． ’4'"0

註)．内部肋骨，管系；鉾’取付物に對する鮭分丈宝除い

て100%浦栽の容最。

救命艇。全金属製，24ﾉ×7/9"×3'4J/37人乘2隻，

オール推進。

平底木製工作雛。長12ﾉ幅4'3〃

凝石罹針儀3基,BludWorth舶用超香波測潔儀。
無線装置。

7．逼風

主として自然通風。磯鼓室〔含冷凍磯室〕は3蜜の
創流ファン(BuffaloForge型〕で給気される。
工作室も遠心ﾌｧﾝで湿制通風をする｡迭嵐磯の騒
動は夫々 1yJHP｡及1HP・のG.E･祗のモーター
による。

参

8．推進装置

推進器，4翼一体型，マンガン青鏥製，直雛12'有
効ピッチ9'9'ﾉ，左舷左廻,右舷右廻，謹備1組。，
軸系，プロペラ軸,推力軸,中聞軸,殿銅製,溌備
プロペラ軸一組｡鉛．管,鋳鋼製。
一推力刺l受Kingqdury型。‐
9．三機關

Skinner流製,2基,各3汽筒｡全休寸法は附瞬品／
を含め幅7/10〃高10ﾉ(10ﾉﾉ長13'2〃重量890001bs｡
ピストン座24'/i",行程24《各々130r|・p･m.で，
1400S.H.P・を発生する。使用蒸気2001b/in2,100．一

F過熱

10．潤滑油系統

主磯潤滑はSkinner趾製2選のポンプー冷却器ユニ
ットで行われる。主磯油凋一瞳過器--冷却器常用ﾀ
ﾝｸー 主ー鍵

遠心清翫磯,(100gal/hr)潤滑油加熱磯，
11．罐BabcockWilcox"2基。
性能

’

’

’

’

I

|、

’

づ

’

定格

50,000

最大

70,000
全蒸汽／時lbs

非常用発電機．G,E.製30KW.力奉0.3#単相1”
.A.C.

過熱
一一

1）雲釜菰器二噸畿総耐冒芸を云う。 ｡

･－－，40－－－

●
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－ ．油槽船特集一

名

詞

日 本の新造タンカー
一

大型油槽船一
一

－飯野海運の

』

|
本船は峨後第5次造船計澄により，板野海迩株式會睡

の註文により東日本重工業横演篭絡所に於いて，現在建

造中の18,000誠貨諏逓睡の油糟船である。目下船殻工

事追行中で鉛芋1月未完成引渡しの深定となっている。
一

計・蟹

繊浜造船所は戦前にも日章丸を始め,大小多数の油槽
船建造の経験を有しているが，本船は終戦後当所に於い

て建造されつつある大型油槽船め第2艦である。第1船

と略同載貨重最慰の汕糖船であるが，第1船の経験を生

かすと共に，現在最高の技術を頭入れて，主としてペル

シャ向18,(100浬の遠洋航蹄に適応する如く，全く新に

設計されたものである｡熱帯圏を通過するので通風良ぴ
居住設備に細心の注意が桃われると共に，来るべき国際

通商参加のIｮを讓想してシヤトル協定に対しても特別の

考慮が桃われている。

本船の主要要目は第1表及第2表に掲げた邇りである

錐一表雛体主要要目表
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船首模甲板も上甲板

離橋襖甲板-上甲板

船尾襖甲板-上甲板

1上部船橋換甲根舶橋棲甲板
就海離橋甲板-上部船橋甲板

航海船橘甲板室〔操舵室〕

、
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鰯大試迦韓速力(瀧綴'し箪載）
|航海速力

|鱸豐織鰕撫）
満載排水最

總噸敷

純噸數

載貨謹簸

載貨容後

油

|笈物
,燃料油タンク1

1主機減用（識備タングのぞく）

｜縦ノ月

14.75KTI

Ⅱ3.50唾I
28t/day

18,000S.M.
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夏季満載吃水（キール上面より〕
方形肥罐係拶

舷 弧

梁矢（幅21.600Mに對して〕
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一 詰の科學二
、

1ドンキーメン3

機關員6

餘術2

計21計26

＄
推 進 器

型式X數

翼．陵×材質

直樫×ピッチ

展開面裁

全圃面稜

ポス寸法

製作所

組立式×1
ゼ

4魂×マンカン青銅

.5,500mm中×4,500mm

10.44･M2

23．72Mz

画榧139qmm×長さ1265mTn

東日本重工横液證船研

計15

錐2表機關部主要要目表、
、

｡● Ｌ
■
７
１
Ⅱ
８
△
■
Ⅱ
，
■
ｌ
Ｋ
ｆ
ｌ
６
Ｉ
８

｜ ‐主機職
|型式×敷護動2霧ｲグﾙデー瞳ﾙ機關×'墓

|剰動馬經“00定8000"I8800忍割”．”ド｡‘|塗進毎睡！

系

mM
i軸’

１
１

軸

｜
樅
進
軸| ’

直裡

長

數

470

6，130

1

０
０
風
粥
１
１

【
一
・
・
●
。
■
■

510

2,700

1

シリンダ数

シリンダ遮經

|行程謙
、8

720mm

1,200rmn

東日本重工業株式會賦識演造船所

蒸氣縦1 排氣縦

3f(W謹認）
×1基I 乾燃室岡縦×2基

重油專燃

12,5kg/cm'!の飽舸I

直經5850mmx
長さ2200mm

162M:

東日本菰工職潅造砺所

所’製作

4.5kg/cmgの飽和
！

直結ボンフ

I

|難蕊韻努
｜主清水ポンプ

|主潤滑紬＊ンブ
ピルヂサニタリーポンブ

|上認鑪ﾝプ製作所、

,一往”式濁Omm/1､x20ml
2－ルーツ式

ﾙー同上250〃×25"’
1-鰯車式2×150"×55"’
1－往復勤式2×10〃×30"｜

東日本重エ潰演造溌所

｜川崎重工

發冠．、鰻

’鳶-電ﾙ璽雛卿鯏期:蝋｜
〃、

一

－－

’
繊一 類補

豫俄冷却海水ポンプ汽動渦巻×350M:/時X20米×1
選冊i冷却清水ポンブー〃×250M3/時×25米×1
豫蹴潤滑油ポンプ堅ウオシントン×

150MI/時×55米×2
潤滑油移塗ポゾプ〃X20M'/時×35米×1
燃料汕移錘ポンプ〃×40M3/時×35米x1
向一上竪帝動蔵車×40M3/,時×35米×l
燃料油供給ポンプ堅ウオシントン×

20MS/時X35米×1
同一上髄動歯車×20M3/時×35米×1

汽動串型×600×30atii×1

池動x100x30atii×1

カソリン磯柵駆動×30atii×1

－

横ウオシントン×
350M'/h×70米x3

竪ウオシントン×

50M3/11x60～70米×1
〃×20M;/h×35米1

"×2()M:/h×35米1
今

〃×40M'/h×35*1

汽励×400M'/分×50mmAg×1

主空氣墜諦椴

懐､憾吋機’

'｡‐←
オイルポンブ

ストリツパーポンフﾞ

ピルヂポンフ・

満水ボンプ

I燃料油移迭ポンプ．
|ポンプ・室通風桜

タ
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主 空氣梢

補助空氣輔
消喬器又は
スノく.一クアレスター

淌 替器

18m'

1001

主機械剛

70KW発蹴樋ﾉM
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二油槽船特集-f

４

’
ｲ露械室通風機

縦通風機

器水ポシフ・

柚氣ポシプ

邊風機

菰油噴燃ポンプ・

重油噴燃装置

電動×6’×1

〃×薩石車種10"中×1
寓能工作機

研磨盤

6

汽笛

エヤホ－ン

サイレン

主機回聴装:置

天井走行起重機

1

1

電動×1

〃×1

電動（ラック式)×5t×1電動カト

〃

汽

ラパル×30001/hx2

x30001/h×2

鋤×1

澗渦油清瀞機

燃料油清淨捜

蒸化器附属ポンプ i‐
’

’
勺

・貨油管装置船体中央部に主ポンプがあり，これからa

船 殻
300粍塵の吸引油管が中心線油槽を通じて，船の首亨に

騨篭

本船はアメリカ船級協会と日木海事協会との重複船級2本邇っている。これから250粍蕪の枝管が各油槽に2、

を取得する巖に計画せられていろ、ケ宛開口し起りうるあらゆる故障に対して油袴操作の可

油槽内の構造様式は二列の雛壁をもった混合式とし,〉能の如く設計されている。各辨はケイト式で上甲板より

船側に職肋骨を船底及び上甲板に雛肋骨を，縦隔灌に縦操作可能としてある。、

防澆材をそなえる事により，縦弧度を認め註と共に，鱗ポンプは繊置型ヂユプレツクス型を3蕊装備し，夫々
識力の確保につとめてある。而して中央部の緋迩材を出蒸気により操作され,350M'/hrの能力をもち荷役能力
来うる限り前後に延長し且一線に配徹し，織識力の連続の迅速を期している。

性に対しては充分な考慮を桃ってある。揚向油管はポンプ室から上甲板に導かれた300粍座の
溝前部船底縦肋骨は前部深油槽の中まで延長して繩弧ライザー2本と，上甲板上に樅通する250粍煙の管本か
力の遮続性と共に，その部分の肋板と共に波浪の函嬢にらなっている。揚荷油管は船橋醜の前後及び船室甑の前
依る船首船底の磁力を稚保せしめてある。端の両舷と船室襖甲板の後部に開口し，揚荷及び穂:1の
船底縦肋召．，上甲板縦梁,縦隔塗縦防僥材及び総側肋完壁を期している。

，ドリは各隔壁間に各々3対の一環せる船底繊桁,上甲板癖行操舵装置操舵機は4ラムの電動油睡式（ポンプは
宰

隔萱竪桁，船側堅桁及船側鮒邇材により支持され，且つ110V直流,25馬力）で，船橋よりテレモーターで操作
充分な繊彊力著保持せしめてある。する嫌になっている。餘備操舵としては端艇甲板からス
中心線油槽内の横隔壁は水平に波をうたせた波型隔壁ピンドルで操作するものもある。
とし，搬殻重量の輕減とタンククリーニングの便を計り救命設購上部船橋鯉甲板上に長さ7米30×幅2米13
且っその船体中心線上りこ船富縦桁及び上甲板溌桁と懸固×深さ0米95,定員33名の木製救命艇を両舷に各々 ’隻
に固清せられた遜力な防擢竪桁を設けてその扇壁を支持づつ，端艇甲板上に長さ7米30×幅2米13×深さ0米95
してある肉 定員33名の木製救命艇を両舷に各1隻づつと8馬力のモ

後部機関室内は船体振動防止の見地から特設肋骨,特一ターを持った天馬船が右舷に配置してある｡ダビット
設蕊及捌寺設湾柱が数多く設けられ，二重底溝造は実体は最新のメカニカル茅ヤー型が5組装備されている。そ

肋板のみで,側桁板の増設及び板厚，防澆材等を規程以上の他救命胴衣,救命焔等の設蹴は完全法の規程通り肺え
/に典える事により，充分涯力なものとしてある書、附けてある、

電気溶接は船殻重量輕減と油糟船の生命たる油密性及消火設備本船の消火設備とじては特産式のCO2の清
び工事の雛実性を増す為，ブロック法を採用して確実な火装置を装備し，船橋溌内の右舷にシリンダー室があり
る溶接を施工し得る如くし，約70路程度まで溶接されて消火管が各油槽，ポンプ室，貨物船，ペンキ庫，船嬬庫
いる。特に油槽間は腐蝕及びタンククリーニングの便をモーター室に導かれている。消火の必要ある時はｼbリン
計り，溶接の簡所は凡て全周連続溶接である。グー室の辨によって30既毎平方櫛の高座CO公ガスを各槽

に送ることが出来る。
鱗 装

諸室の消火には愉設歩路に塔うて各甲板に導かれてぃ
亭

令

－43－
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る甲板洗礁管と撰滞宿火器をもって消火しうる巖になっ
ている。

航海用諸器械羅針俵は磁気式の外に北辰精密工業製
のアンシュッッ式転輪羅針儀を有し，從羅針儀は操舵室
にて2個，羅針船橋，海圃室内の自画器と方向探知磯内
及び船尾種甲板の合計6ケ所に設け，操舵室の1個は操
舵に連結して自動操舵を司る禄になっている。
磁歪式の航路保安器は海圖室に記鋒器を,船体中央部
の鋸宣に発信器及び受信器を設けている。比例式室気測
程儀を備え，その速度及び航程指示器を磯械室及び操舵
室に設置し，時々刻々の速度及び航程が明瞭にわかる綴
な仕組になっている。

電気測呈儀は発振器を船尾襖甲板に，受信器即ち穣算
計を海圖室に設けてある。

操舵室には電露回転計，操舵角指示装置，普通型黙減
信号燈発信器,AB規格による航海燈黙滅報知器高声
遙話器並びに船内邇信用として操舵室から駿械室，操舵
駿室,船首盤甲板に至る'対3の娠換器を有する高声電
話鍵と，穰関長室から機械室に対して’対1の転換器を
有する高声電話機とが装備されている。
無總装置及擴霞装置等主逢信磯は500W中波及び短
波,.捕助遥信磯は50W中波でオウトキーャーをも備えて
いる。邊信機はすべて自動遠隔操瀞式である。
受信磯は長波及び中波のオー}､ダイン式と短波スーパ
ーヘーテロダイン式各］蜜と非常用のオートダイン式をもっている。

．船内撚声装溌として無線室には，司令放遥，全波ラジ
オ受信，レコード演奏の為に出力30Wの船内識声装置を
有し，操舵室及び無線室にマfクロフオンを，羅針船橋
＃こは可動式防水30W型スピーカーを，船尾襖甲板及び磯
械室には固定式防水30W型スピーカーを備えている。別
に慰安用として船長室，食堂，喫煙室等船内9ヶ所に披声機を装備してある。

別装置が施してある。別に監督室には電気蓄香器を備え
てある。

海圖室には從羅針儀の一陣組込式無線方位測定器があ
る。

斗

以上の装置はすべて日本無線株式会祗の製品である。

逼風及び暖房設鰯油構内の揃風とじて演動の卿流送
風磯が装備されタンク・クリーニングの際は乾臘室気を
邊れろ仕組となっている。

諸室の邇風としては本船が熱帯鯛を通過する為特に磯
動通風を採用して通風の完壁ならしめると共に必要なる
箇所には‘きのこ''型通詞筒その他を製備している
媛房は全室蒸気放熱器に依っているが，諸室では特に

化粧ケースに納めてある。蒸気は溌械室主蒸気管より減
瞳蕊を通じて供給せられ，各室に墓止舞があり，排気は
すべて補助コンデンサーに導かれている急

｜
’

1

｜

iI

1

1
、

機 關部

機関部の要目は第2表掲載の邇りである｡主機は当所
製作になる職浜MAN型複動2サイクル．ヂーゼル験関
で，定格8000B.H・P.最大8800B.H.P･で戦後最大広職
関である。『本誌3巻5号グラピヤ参照）
本腰の特長と.して掃気領ンプとしてルーツ式迭風磯を

溌備したのでこれにより燃料消識避は極めて少なくなっ
ている。

蒸気鞭として彰燃室型円瀧2基をつけ重油専燃として
撒浜型重油噴燃装置を装備している。

補磯類の躍動は油輔船の要求から蒸気を採用している

が，縦の故障に際しても船の運航に支障のない穣船舵装
置等補機顎の一部を電化し万全を期している。、

磯械室内の紀電盤は従来のものと異り，表面に開零器
・の電腫が突出して感電の鯉れのない巖全部パネルの裏側
に牧めた隠蔽式のもので，三菱電溌の設計になる新式の

１
１
１
Ｉ

１
１
１

’これ等は何れも操船室よりの司令放遥を優先とする特
ものを採用する琵定である。

、
I

妙妙 サイ

パイ卜（超硬高速度鋼）

一般工具研磨

業株式会祗）

ソ
’

富士馬工業株式会誠
東京都品川腫大崎本町1の51

電話大崎（49）6536番
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一 油槽船特集一

日本の新造タンカー

－識出向小型油槽船一

淺野 拓
4■■

V

’

昨年末Brazilより9隻の小型tankerの發注あり，
目下，浦饗造船所，石川脇菰工，東国本重エ積演進舶所
ﾉI崎艦船エ場及び函雛船渠以上5鮭の共同設計の下に計
識を進めている。本船について概要を述べる”

初期計霊

船主の要求はLlcydslOOA1DW2,000ton,max｡
dI'aftl4'-0",cargooiltank.capacityl7,000ba-。'，aftl4'－0〃，cargooiltank･capacltyl7,O00ba-

rrels,seaspeedlOknots｡のDeiseltanker．と言う

のであった。

本船は上記の如くdraftの制限されたshallowdraft
の膿である故，本船が比核的低速力船であることも考慮
し，許し得る範遜に於てBとCbとを大きくする方針
を取り,Lppが過大になることを鯉けた。次にLjDの
値を如何にするかが論議の的になったが,Lloyd'smle
ではエID=13.5以上はextraproportionの船となり
scantlingを端さねばならなくなりhullsteelweight

が重くなると考えられた。しかしL/D=13.5附近にお
さえ亀とfreeboardが過大となり，これ又不経済な船
となる。そこでcargooiltankcapacityをも考慮に入
れLﾉD=14.9位にすることとした。
次に11ullsteelweightの推定力鍾要な論馳となった
従来のtankerはcub.no.(L×B×D千erection-cab.
no.)に対する係数が約0.1r5位であるが，擢廉造船所
建造の全溶接鉛新和丸のdataによるとこれが約0.084
である。そこで本殻に於ては出来るだけ贋範塵に溶接を
使用して重量輕減に努めることに決め，鋲接般と全溶接
船との中間の値を取り，係数を0.096とすると推定の
hallsteelweightは約700砿となる。しかしDWの

margmを取る為と,hullsteelweightの過,l､推定に

よる帝険を避ける為，一腱750瞳として計画を進めた。

現在，船蕊圃面により算出したhullsteelweightは

約700班で初めの推定が正しかったことが証明されてい

る。

諸要目（計画〕‘
門■些守

一一一一■■－"一一

4.267M(14ノー0"〕

0．733

0.744

0．839

3.178T

’ 0.90M

0.40M

25M0.25M

8.00M×2.00M

23.74皿×2.30M
，

100A1&LMC

rryingpetroleum

’ 00M

30M
ざ

LMC

OT約1,700T

約2,000T

約2,700M3
siogJjrunk達含む）

SLTLT

18T

32T

10T

I
10Kn

111.5Kns高
23名､I

雲

’
2名

33名
－

一般配置

本船はグラピヤ8頁の如き一般配置を有し,forepeak

tankに次いでgeneralcargoholdがあり，その下部は

b311aStwaterdeeptank'となっているbcargooiltank
とgeneralcargoholdとの間にaux.pUmproomが

あり,cofferdamを兼ねている。cargooiltankは4

個のtransversebulkhead_とcenterIIhelongitudinal
や

bulkheadにより10個のtankに分かれupperdeck上

に全通のexPansiontrunkを持っている。cargOoii

tankに続いてpunip.rOOrnがある。その後部はengine

’
79.25M(260'一()")

12.50M(41'－0"）

5.31M(17ノー5"）

|L"

|B

iD ’

－45‐一

一
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－船の科学一

rOOrn更にaftpeaktankとなっている。engineroom
､の前端両舷にはDieseloildeeptankが有り，その間
のdoublebottomはboileroiltankとなっている。
engineroom中央部のdoubleIjottomにはfeed
watertankとL.O.draintankがあり，後部shaff
tunnelsideはfrpshwaterwingtankとなっている

●

t

shafttunneltopはdonkeyboilerflatとなってい
る。

諸室配置は附圖を見て頂くこととし説明を省鵬する。

構造

’
－

|(a)mainengin｡|,|sing'｡､acting4cycle
l

際｡…･"、艫"
p ■

1

engine(M.A.N.G6V45ﾉ60)
、

economicalHP

765BHP×228RPM

normalHP.■

850BHP×236RPAI

(b)donkeyb6iler 1No.7boiler

Ⅲ."・釦i!"W'ad｡|(c)propeller
申

type dia.×pitch．．･･･，

(d)generator230KW,1X5V,D.C.,
tb"5rfifiven)|

(e)cargooilpumP2170M3IH,Steanldriyenl
ho"ntalworthillgtonl
pump

、

stripperpumpl20M3IH,worthington
､

(f)ballastpump

<inaux.pumproom)120M3IH,worth.

(9)aux.enginein
engineroom233M3,H,vertical2Stage
●

alrcompressortype

res・LoOopump 15M]｡'H,motordriven
gearwheel

F・0．trans．"mpl-5M3,H,motordriven
gearwheel

oilpurifier.110001'H,motordrivenJ

waterservicep、1100MI/H,worthington

-gen.serV.p、1|30M3/H,motordriven

freshwaterp.15M3IHrecipro

feedwaterpl5M3/H,Weir's

feedwaterfilterlcascade

feedheater 14M3,surfacetyPe

oilburnerpo、 1gearwheel,1-weir's

forceddraft_fan 1120M)/H,motordriven

F．O．preheater 20．6M1，surfacetype
condenser 1nonvacumsurfacetype

coolingsurface35M:

ventilatingfan 1150M3/H,steamdriven,
d

S1rCCCO．
●

airreservoir215001alrreservolr215001

21501

1301

(h)deckmachinery

windlassl8tx9Mmin,steam_
driven

winchl2tK30MImin,"

]3tx30MImin, 〃

13t

l鰯巽｡興鐵nel3HP,….wtype

’｜
｜
卜

1

＃本総は重量輕域の為に出来るだけ瀞接総造を採用する
こととし7craIzeの能力の許す範園での大きなblock構
造として建造することとした6blockとblockと'う結
合も溶接を用うる方針としたので，重要購造部分で鋲を
用いたのは輿両端部のframeとshellplateとの結合
及bilgestrakeとbottom,sidestrakeとの取合のみ
である。corgooiltankの部分はlongitudinalsystem
を取り，その前後端部はtransversesysternを取ってい
る。中央部parallelbody部分はnosheerとしてblock
建造を容易ならしめている。longitudinalのtranEverse
bulkhead質邇部分はbracketを刑うることを腰止し，

～

１
１

０
－

脇圖の如き所謂「か

んざし」を用い，更
にlongitudinalは凡

てserrationをする

ことにより極力重量

の輕減に菱あ汗。

|

本船はlongi.systemの絡る部分が丁度poopの
brakeに当るので，この部分の繩握力の遮続性に特に細彰
心の注意を桃つた°即ちengineroom前端部船底は
transversefloorを用いside及びdeckはlongi.system■

と.して急激な変化を避け，更にexpansiontrunkside合

wallをpOOpの内に』鷲長して]nessroornのwal】を
形成しているc"centeglinebUlkheadをもpumpや

rOOnD内迄延長している。

,el

lJ

－

１
１
！

。

織 装

(a)諸管mainsuctionlineは両舷に一本づつ引
かれ，その何れによっても何れの舷のtankの油をも引・
き得るよう，且二種類の油を同時に荷役出来得るように
計画されている。

cargooiltank内にはsteamheatingcoilが布設
され比重の重い油の搭俄にも備えている。償残油の処理
の為stripperpumplineが用意されている。 １

１
1，
1

●
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一油槽船特集一

10tderrickとflexiblehose操作の為の3tderriC覧、

を装備している。雪

結び

本格的に溶接溌造を全般的に標用し，全溶接船の前駆，、
をなすものと思われる水飴の成果は注目して待つべきも
のがあると信ずる。

幸にしてtankerに幾多の経験を有する各造鋸所の御

協力を得ている故，その成功を確信しrている。

〔浦賀紹渠浦賀造船所〕e

(b)防火及消火設端“賀汕の搭赦の際の防火設備、
としてfluegassystemを採用しているが，万一火災

発生した場合に術え,CO2.消火装澄を備えている。筒
tankcleaningをも兼ねた蒸気澗火装置をも設備してい

、

る 。－

(c)Derrickordinarycargoholdに対し2×3t

のderrickをforemastに持ち,flexiblehose操作
p

の為の2×'/封のderrickをbridge後端に持っている
9 ，．O

更lこmizzenmastにはmotoroilbarge操作の為の

‐

～記屍一一一 一 ＝

〔繩頁より）

われる。一方これを主機械の面から見ると，米国にては

WeStinghouse,GeneraiEIectricの如きturbineの製

作に深い経験を持つmakerがあり，最近の高:豊高麗boil-
erの研究の進歩にともない船の大型化に応じた大力量の

turbineが容易に作られる傾向にある。これに対して欧

洲はM.A､N,Doxford,B&W,Sulzer等の定評あるdie
selengineの仰統をもっている。所が主穫としてdiesel

engineを採用する場合を考えると,dieselengineは現

在一軸10,000馬力が限度であり，湘糟船を大型高速化し

た場合に於ける一軸唱000~16,000S.H.P.の大馬力
に対してはturbineに此してengineの重量を増し長

さを増して船の能率を低下せしめ且ceStを増大せしめ

る事が考えられるのである。〔此処にdiesel船の限界

があり，欧洲のD.W.28,000T型が主磯としてturbine

を採用しているのもこの間の事附を裏書きしているもの

と見られる〕從って欧洲の新造汕補船が主磯として手頃
の使いなれたdieselengineを使用する場合船の大ぃさ
と速力は当然制限をうけるであろうと思われる。

以上述べた如き理由を綜合すると，欧洲が米国とは異

つた設計方針に進み，大型船としてもTable4の如き

程度の要目を選び，且つ数はD.W.20,000T以下のも

のが多く，しかも速力は14～14'/gK位のtramper向き

に設計されている事情が一応貢定されそうである。

(1)PacificMarineReview;1948年12月"Tanker

TranSportation''

(2)TheMotorShip;1949年1月G$Standardiranker''

(3)PacificMarineReview;1948年12月P..69、

(4)TheJournaloftheAmericanWeldingSocliety;
●

1947年－7月"TheDesignandMethodsof.Cons-

tructionofWeldedSteelMercliantVessels,(Final
へ
、

Report(fBoardoflxxvestigation)''

(5)TheMotorShip;1949年-4月c[Thernodern

trendintankerconstruction"_･
、

(6)TransactionoftheSocietyofNovalArchitects

andmarineEngineersVolo561948P、422～471

4$ModernTanker''

(7)T.I.N.A.1931年Sir.J.Biles<[Thedraught

”ddimensionsofothemosteconOmicalShips，，
上記捗訳造船協会雛纂昭和6年10月,P.8.

〔川階運工隠船工場〕

P

｝

ロー～､ヘーー
ヘーミ～～

<3S頁より〕つは外板縦材の端部で，特に長い貨紘油鯰の船ではmI縦
ねばならず，他方では必要な波型にするため曲麓磯にか材のフレキシビリティ．を減ずる試みとして’側ウエブを
ける必要がある。波,:板を使用する時は縦材とウェブとつけることが奨められている。溶接側ロンヂを採用すれ
の§鎧に幾分除計な仕事が要るs併し板を平にし球山形ぱ貨物油脆の所の磯造が全溶接となり，もしStalandが
､1.防澆材を瀞接する仕躯は不要となりかなり節約となるこの原理で建造されたら更に49噸の溌材が節約されたと
結局比鮫的に言って波惑設計の方がコストも有利であ想像される。
る．

× ×
波r隔壁を使用する識汁は最近建造中の15000重量噸

タンカーに採用されている。Stalandと同じく縦隔壁
×

×
4こは水平波fを，職隔壁には竪波型を用いているが織肋

f
骨を止めて縦肋骨を採用したつ

横肋骨方式の溶接タンカーに破鰻の起り易い場所の一

一47－
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敗 戦の跡（商船の部其の2）
昭

や

事’賠名

りおでじ

ゃねいる丸
もんてぴで

お．丸

満珠丸

干珠丸

鴨繰丸

黒龍丸

高千穂丸
瑞穂丸

扶桑丸

熱河丸

吉林丸
シャノレン

ホルスト

榊戸丸
長崎丸

上・海丸
亜米利加丸

簿愛丸

美頑丸

聖川丸

菊川丸

肥

原因

鍵栽銭

雷，率

〃

鍵載幾
大破
空襲

雷華

〃

．〃

〃

〃

鯛雷

雷頚

－ル海

さんと

らぶら

うより謎

ラー

南
す
た
退
高

島
丸
丸
中
雄

ラ
葱
蕗
マ
マ

ボ
名
名
》
一

〆

‐

沮
佃
〃
１
‐
画
趣
⑳
画
画
逼
濁

二二

｜
I

高雄一マニ

〃
己

ラ

Ｊ

・
陸
阪
囎
ブ
丸
船
丸
造
卿
ソ
了

側
迩島一基
戸一大
母祁

ヒドィッ戸イド汽船
手船郵維天山

方樋禰
手船郵艦崎戸
治31年英図で延

〃六

鯛雷祁

雷率亨ゴ
衝突相

鯛欝味

衝突相
雷撃明

一〆

、

片岡一小樽（避病院船）

蕉名引濟丸（同上）
23-12‐9救助完了
24?10復蕉ェ事完了
荷役中船舶より発火那沈

本誌前號祁井氏記事参照

坐
捌｝

〃■

〃

鯉戦機

火災

陸洋丸_上野〃〃6,707119-1.1漁ぷ鞠.斐諄雷撃

熟｡鱗|繍灘 ～

松前丸型4袋青函丸型7袋

後記本号より海事新聞編察局長吉田氏のニュース解

説を毎月掲載致します。国内と海外に於ける造船界，海

運界の状況は，大きな歴史の乱流の中を，時々刻々と変

化して行きます。この歴史の一こまを一ケ月に区切って

卒易に解読して行くことは，確に船を科学する一つの方

法と思います｡皆巌の御期待を乞う次第です。本号より
5円値上の己むなきに到りましたことを深く御詫び致し

まずぴ
１
４

露約購讃案内種冷の都合で市販は極く少數に限ら

れますので，本誌確係御希望の方は直接協會宛御申込み

下さい。バツクナ塔ンバーも備えてありますから御申込み

下さい。

麟蝉{鰯鵜(…
藻約者に限り前定価65円のまま糖算致し溌約金切の際は御
邇知します。

蝸
病
“
臓
仇
画
皿
凸
価
助
仏
ｖ
０
Ｊ
刀
Ｐ

繍蕊調鯛辮(耀識溺鍋）
定償70圓

毛

編集兼發行人田宮眞

印刷人秋元、馨
、,

東京都千代田畷赫田神保町1ノ40

’
運嶮省船舶局監修
造艦海運綜合技術雑誌

第3巻

1發豆灘鶴
科
恥
ｌ

／
、
９
８
１

の
號
會
１
３
０
４
７

船
７
協
輌
、
罪

第
術
布
京
“

Ｊ

學
型

’
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１
Ｍ
閲 船 禮用鋳鍛鋼

主機用鍛鋼
各種甲板補機
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メチーノレ式･フレオン式・アンモニヤ式

納入後のサーヴィスも當肚にて責任を以って資施

して居りますから御安心の上御相談下さい

食料貯蔵・室氣調整駿置。飲料水冷却

アイスクリーム製造・アイスキャンデー製造

製氷並アイススケート･薬品麗理
冷凍食品製造°其他一般應用

日本冷凍機製造協會會員
本吐施設部東京都千代田隠糾I田鍛冶町3の3

電話榊田（25）3338．3414

三蓋雷穏柿式會耐

’ 東京凡ビル。大阪阪艸ピル・名古屋南大津通り

札幌南一條・仙台大町。富山安住町．

楓陶大神ビル・廣島餓砲町
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j聯標準2m型 訓斯而申
脚戸市募合匡脇演町1の36
束京都千代田麗有樂町1の12(日比谷日本生命館内）
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舟の冷凍．冷臓冷房には

メチルクロライド冷凍機アンモニヤ冷凍機
ターボ冷凍機ブースター冷蕊擬

客船貨物船漁船何れにも適するよう製造一式の設計施行を御引受け致します
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